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太平洋戦全国空爆犠牲者慰霊協会の概要

太平洋戦争における全国の空爆犠牲者を追悼供養し、その霊を慰めるとともに、世界の恒久平和

を祈念することを目的として設立されました。

現在、空爆により罹災を受けた１０７自治体が加盟しています。

■ 事業内容

１ 太平洋戦全国戦災都市空爆死没者慰霊塔の維持管理

２ 慰霊塔の広報啓発事業

３ 太平洋戦全国空爆犠牲者追悼平和祈念式の実施

４ 世界平和の尊さの情報発信

■ 沿革

１９４７年 １月１８日 全国戦災都市連盟 設立（会長 石見 元秀 姫路市長）

１９５２年 ６月１３日 太平洋戦全国戦災都市空爆犠牲者慰霊協会に名称変更

１９５６年１０月２６日 慰霊塔竣工。第１回慰霊祭を開催

１９８２年 ８月 ６日 財団法人 太平洋戦全国空爆犠牲者慰霊協会 設立

２０１３年 ４月 １日 一般財団法人 太平洋戦全国空爆犠牲者慰霊協会 設立

太平洋戦全国戦災都市空爆死没者慰霊塔の概要

全国戦災都市の太平洋戦争における本土空爆により亡くなられた民間人犠牲者約51万人余の方々

を供養しています。

塔の形は、武器のシンボルである剣を地中に突き刺した形で「もう戦争はしない・戦争という名

の剣は、二度と抜かない」という未来に向けた不戦の誓いを表現しています。

戦災からの復興と平和を願う全国民の切なる願いが結実したものであり、全国の空爆犠牲者を慰

霊し、世界の恒久平和を祈念する日本唯一の施設です。

■ 規模・構造

高 さ：26.75ｍ

構 造：鉄筋コンクリート造

外部は花こう石貼

■ 所在地

兵庫県姫路市西延末４４０番地

（手柄山中央公園内）

ひとつの宗教に偏らない、民間人空爆犠牲者を祀る、
全国民の祈りが込められた我が国唯一つの慰霊塔



会員都市とその戦災状況
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※死没者・罹災人口は慰霊塔記載のもの



北海道 室蘭市

〈戦災の状況〉
昭和20年7月14日の早朝、十機前後の戦闘機が鉄道などの交通機関・港湾施設・在泊艦船に空襲を行い、当

日午後には、午前を上まわる延べ百数十機により、工場や船舶、市街地などに銃爆撃を加えました。
翌15日には軍需工場をねらった艦砲射撃があり、近くの商店街や社宅街にも砲弾が撃ち込まれ、400人以上

の尊い命が犠牲となりました。

〈次世代への継承〉
戦争のない平和な世界を願い、明るく住みよいやすらぎのある市民生活を守るため、「平和都市宣言」の

もと、二度と戦争は繰り返さないことを固く誓い、戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に大切に語り継いでいく
ために「室蘭市戦没者並びに艦砲射撃殉難者追悼式」と空襲パネル展を毎年８月に開催しています。
また、犠牲になられた方々を追悼し、平和への誓いを新たにするため、追悼式等の式典にあわせ、追悼のサ

イレンを吹鳴しています。

北海道 釧路市（旧：釧路市・阿寒町・音別町）

〈戦災の状況〉
１９４５年７月１４日から翌１５日にかけて、米軍艦載機延１４１機が８波に渡り空爆しました。通信運輸

施設・造船所・製紙工場等が主な標的となり、被害は釧路市(当時鳥取町含む）で死者１９３人・負傷者２７
３人・損失家屋１，３７５戸、音別村で死者９人・負傷７人・損失家屋７戸、阿寒村で死者５人・負傷８人、
その外に沿岸漁船での死者及び行方不明２８人・負傷８人と、甚大なものでした。

〈次世代への継承〉
太平洋戦争の犠牲となられた方々のご冥福を祈り、今日私たちが享受している平和を永遠に引き継いでいく

ための思いを新たにするため、毎年８月１５日に「釧路市民戦災死没者慰霊式並びに平和祈念式」を開催して
います。
また、当市が制定している「核兵器廃絶平和都市宣言」の趣旨を広く市民に啓発するとともに、若い世代に

戦争や核兵器の悲惨さ、平和の尊さについて考え学んでいただくため、市内在住の小学生を対象に「平和絵画
コンクール」、市内在住の中学生を対象に「平和図書読書感想文コンクール」、市内所在高校へ通学する高校
生を対象に「平和の主張コンクール」を、それぞれ実施しています。さらに、中学校及び高校にて「平和のつ
どい」を実施し、平和ＤＶＤ上映や被爆体験伝承講話等を行なっております。

北海道 根室市（旧：根室町）

〈戦災の状況〉
昭和２０年７月１５日、午前５時から午後４時半までの１１時間にわたり、延べ１３０機による空襲が行わ

れ、約598,000㎡の市内一円が焦土と化し、死者199人、傷者192人、行方不明者170人の人的被害を受けた。

〈次世代への継承〉
◆平成２７年８月１５日、戦後７０周年を機に、根室空襲の事実と悲劇を風化させず、再び悲惨な戦争が
繰り返されることのないよう、恒久平和のシンボルとして根室空襲の中心地であった鳴海公園に
「根室市平和祈念の碑」を建立した。

◆平成２３年３月１８日、「非核平和都市宣言」
◆平成２３年５月１日、平和首長会議に加盟
◆平成２４年２月及び平成２５年８月、原爆・根室空襲パネル展実施
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北海道 本別町

〈戦災の状況〉
当日の朝は本別市街付近の上空だけ窓があいたように雲が切れており、そこをねらったように４７機もの米

軍艦載機による空襲をうけました。米軍機はまったく非武装の本別市街を、乗員の顔が見えるくらいの超低空
による攻撃がおよそ５０分間くりかえされました。これは北海道で５番目、十勝では最大の被害となっており、
４０人の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
本別空襲の歴史を風化させることなく、恒久的な平和を願い、後世へ
伝える取り組みを行っています。
●戦没者・戦災死没者追悼式の実施（毎年７月１５日）
●町広報紙「広報ほんべつ」にて追悼式の記事を掲載（毎年８月）
●町歴史民俗資料館にて企画展「７月１５日本別空襲を伝える」を開催
（毎年７月～８月）

●「記録 本別空襲」を町図書館にて公開（常時）

青森県 青森市

〈戦災の状況〉
昭和20年7月28日、市内上空に現れた60機以上の米軍爆撃機B29の攻撃により、青森市は一面焼け野原となり、

当時の市街地の88パーセントが焼失するとともに、千人を超えるとも言われる尊い命が犠牲となりました。

〈次世代への継承〉
青森空襲があったという歴史的事実を継承し、「平和都市宣言」「非核・平和のまち宣言」に込められた平

和への思いを伝えていくため、「青森市平和の日条例」を制定し、7月28日を「青森市平和の日」と定めてい
ます。
◆青森市平和祈念式典の開催（毎年7月28日）
◆平和の折り鶴募集（毎年7月）
◆青森市平和・防災学習事業の実施（毎年6～10月頃）
◆市広報紙「広報あおもり」にて平和特集を実施（毎年7月1日号）
◆青森空襲資料常設展示室 中央市民センター内に設置
◆青森市平和マップの作成、配布（2016年作成）

岩手県 盛岡市

〈戦災の状況〉
盛岡市は終戦の年に２度の空襲をうけました。１度目は、昭和20（1945）年３月10日未明、盛岡駅前と大

沢川原小路の一部が、次いで、８月10日には、盛岡駅付近等が罹災しました。

〈次世代への継承〉
先の戦争の記憶を継承することで、戦没者の追悼と恒久平和につなげています。

◆先の戦争における戦没者に対し追悼の意を表するとともに、恒久平和を願い戦没者追悼式を開催
（毎年７月）

◆平和の尊さと戦争の悲惨さをあらためて考えるため、市内３会場で原爆写真パネル展を開催
（毎年８月）

◆戦争の悲惨さと平和の尊さについて理解を深めるため、市内の中学生を被爆地である広島市に派遣
（毎年８月）
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岩手県 釜石市

〈戦災の状況〉
鉄鉱資源を有し、国内では唯一自給のできる製鉄所を持つ工業都市であった釜石市では1945年7月14日に三

隻の快速戦艦、二隻の重巡、九隻の駆逐艦により艦砲射撃を受け、さらに、同年8月9日に三隻の快速戦艦、四
隻の重巡、十隻の駆逐艦により、二度目の艦砲射撃を受けました。この2度にわたる艦砲射撃により、市街地
のほとんどの地域が被災し、773名の尊い命が失われました。
〈次世代への継承〉
◆戦没者追悼式の開催

1954年7月「平和女神像」が建立され、除幕式に続いて戦争犠牲者の合同慰霊祭が行われました。その後、
毎年8月9日に、過去の戦争における戦没者及び戦災殉難者の慰霊と恒久平和の確立を祈念することを目的とし
て、市の主催による「戦没者追悼式」を開催しています。
◆毎年7月14日及び8月9日の黙とう
艦砲射撃を受けた日であることの周知、犠牲になられた方の冥福と永遠の平和を心から祈念するため、防災

行政無線でサイレンを鳴らし、市民へ黙とうを呼びかけています。
◆「平和への思い」作文コンクールの実施
若い世代に戦争の悲惨さや平和の尊さをつなぐ取り組みとして、市内小中学生を対象に作文コンクールを実

施しています。

岩手県 宮古市

〈戦災の状況〉

宮古市は終戦間際の8月9日、10日と2度の空襲を受けました。宮古精錬所、宮古造船所、山田線鉄橋等が攻

撃目標となって藤原地区は爆撃による火災で全焼し二日間の空襲で13名の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉

戦争の記憶を風化させることなく、戦没者の追悼と恒久平和を願い後世に伝える取り組みを行っています。

●戦没者追悼式を実施

●非核平和都市宣言（平成18年9月21日）

●毎年8月、6日の広島原爆の日、9日の長崎原爆の日、15日の戦没者を追悼し平和を祈念する日には、防災

行政無線を通じ平和の鐘を鳴らし黙祷を市民に呼び掛けています。

岩手県 花巻市

〈戦災の状況〉
1945年8月10日に花巻は空襲に見舞われました。
この空襲により、攻撃が激しかった花巻駅周辺や上町、似内駅などで48名以上の尊い命が失われたほか、上町
周辺では、着弾地点から上がった火の手が瞬く間に広がり、延焼は23万1千平方メートルに及びました。

〈次世代への継承〉
◆戦没者追悼・平和祈念式の開催（毎年8月10日）、式当日の様子や花巻空襲を撮影した航空写真パネルの展
示（毎年8月中旬）
◆非核平和学習会（市内小学5・6年生を被爆地広島市に派遣）の開催（毎年8月5日・6日）、非核平和学習会
に参加した小学生の感想文集を市内小学5・6年生へ配布 ※令和2年度は中止
◆平和教室（非核平和講話、平和ビデオ上映、花巻空襲当時の様子についての紙芝居等）の開催
（令和2年8月3日、19日、22日の3回開催）

◆原子爆弾による悲劇を伝えるポスター、花巻空襲関連資料等を展示する「非核平和展」を開催
（令和2年8月3日～23日）
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宮城県 仙台市

〈戦災の状況〉
１９４５年７月１０日の未明、仙台市上空を１２３機のＢ２９が襲いました。合計１２，９６１発、９１１．

３トンの焼夷爆弾と集束焼夷弾が投下され、わずか２時間あまりの間に街の中心部約５００ヘクタールは焦土
と化し、１,３９９名の市民が犠牲となりました。

〈次世代への継承〉
仙台空襲と復興事業の記録を保存し、仙台市の今日の発展の蔭にあった戦災と復興の全容を後世に伝えるとと
もに、あの悲劇を二度と繰り返さないための平和の殿堂として、１９８１年３月に仙台市戦災復興記念館を設
立しました。
◆戦災復興展の開催（毎年仙台空襲のあった７月１０日前後に開催）

「楽しみながら学べる」クイズラリーや戦争体験者との交流会等の各種企画を実施しています。
◆空襲経験者による語り部活動

「仙台の戦災・復興と平和を語り継ぐ会」による市民や子どもたちへの語り部活動を行っています。
◆学校を対象にした「平和学習」や「防空壕見学」を実施しています。
◆仙台空襲をテーマにした児童とともに制作した楽曲「優しさの色の歌」を「平和祈念コンサート」で歌い継
いでいきます。（２０２０年７月制作）

宮城県 塩竈市

〈戦災の状況〉

１９４４年（昭和１９年）１２月２９日早朝に飛来したＢ２９一機（ないし二機）の焼夷弾攻撃により、４

８３戸３５６棟が焼失、死者１人、負傷者１２人（記録により若干の相違あり）という被害を受けました。県

内では初、全国的に見てもかなり早い段階での空襲被害であり、東京を目指したＢ２９が目標を見失って飛来

したという軍参謀の証言が残るものの、詳細は定かではありません。

また、１９４５年８月９日には、金華山沖の米機動部隊から発進した艦載機

延べ１６０機が来襲、機銃掃射や爆弾投下により、死者３人、家屋の全壊３棟・

半壊２棟のほか、港湾施設や船舶なども被害を受けました。

〈次世代への継承〉

昭和６１年に『核兵器廃絶平和都市』を宣言しております。

塩竈空襲の史実を伝え、戦災の記憶を継承することで、犠牲者の追悼と恒久

の平和につなげています。

♦小学校副読本『わたしたちのしおがま』（塩竈市教育委員会発行）を３年

生全児童へ毎年配布

♦中学校副読本『塩竈の歴史』（塩竈市教育委員会発行）を各中学校に全生

徒分配架

福島県 郡山市

〈戦災の状況〉
本市では１９４５年（昭和２０年）４月の空襲により、工場や市街地で大きな被害をうけました。
その後も３回の空襲を受け、学生を含む５００人以上の市民が犠牲となりました。
福島県内では最も被害が大きく、県内の総被害の７０パーセントを本市がうけています。

〈次世代への継承〉
◆郡山市戦没者追悼式の開催（毎年１０月頃）
遺族の方や来賓を含めて毎年実施しています。

◆中学生長崎派遣事業（平和を考える市民の集い事業）
本市では、１９８４年（昭和５９年）に「核兵器廃絶都市」を宣言し、この都市宣言に基
づく平和への取り組みとして、感受性豊かな中学二年生を被爆地である長崎市へ派遣し、
平和祈念式典への参列や「青少年ピースフォーラム」（平和学習）への参加等の研修活動
を通して、次世代を担う中学生に平和の尊さや核兵器使用の悲惨さとその廃絶の必要性を
伝える事業を実施しています。

◆戦争資料展（郡山市歴史資料館内に設置）
１９３１年（昭和６年）９月から１９４５年（昭和２０年）８月まで、１５年間にわたる貴重
な戦争資料を常時展示しています。
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福島県 いわき市（旧：平市）

〈戦災の状況〉
◆平空襲の被害について
第１回 市の西南部が焼失し、16名が犠牲となった。平工業学校、平製作所、平税務署等が焼失。
第２回 平第一国民学校（市立平第一小学校）が完全に倒壊してしまい、校長、教師の３名が犠牲となった。

登校した高等科の生徒は避難して全員無事だった。
第３回 平中南部が焼失し、市最大の被害を受けた。犠牲者は３名。

〈次世代への継承〉
◆平成27年度 前期常設展示 「戦後70年、伝える いわきの戦災」（平成27年６月～12月）
いわき市立いわき総合図書館にて、本市に関連した戦争の様子や戦争の爪痕を残す資料、戦時下での人々の暮らしぶり

などを伝える資料を紹介。平和の大切さと戦争の悲惨さ、残酷さなど、戦争と平和についてあらためて考える機会となる
ことを目的として実施。
◆いわき市非核平和都市宣言30周年記念事業 （平成27年８月29日）
本市が非核平和都市宣言（昭和61年３月）をしてから30周年、広島・長崎の被爆から70年を迎える節目の年に、市内の

小中学生をはじめとし、広く市民に、核の悲惨さや恒久平和について認識を深めていただくことを目的として実施。
・長崎原爆被爆体験講話 ・生徒会長サミット長崎派遣者による発表
・市内小中学生により作成された千羽鶴を広島（平和記念公園）・長崎（平和公園）へ捧げた。

茨城県 水戸市

〈戦災の状況〉
水戸市域では、1945年２月16日から17日にかけて、初めて空襲を受けました。
また、７月17日深夜から18日未明には、周辺の軍需工場を狙った米機動艦隊から大規模な艦砲射撃があり、

水戸市まで飛んできた砲弾によって、21名が亡くなりました。
そして、８月２日未明、B29爆撃機の大編隊160機の焼夷弾攻撃により、甚大な被害に見舞われました。
この「水戸空襲」により、水戸のまちは一面焼け野原と化し、多くの人が住むところを無くし、300名を超

える方が犠牲となりました。

〈次世代への継承〉
市では、戦争の悲惨さと平和の尊さを次の世代へ語り継いでいくために、様々な取組みをしています。
■「わたしたちの平和」作文コンクール（市内小学５・６年生，中学１～３年生対象） ※平成７年度～
■水戸市平和大使による平和記念式典への参列（作文コンクール入賞者12名） ※平成７年度～
■水戸市平和記念館の運営（主に市民の方々から寄贈された戦災資料を展示） ※平成21年度～
■語り部派遣事業 ※平成23年度～
■ぴ～すプロジェクト（毎年８月に行う各種平和事業） ※平成23年度～
■折り鶴プロジェクト（市内小学生が作成した折鶴を広島市へ届ける事業） ※令和元年度～
■戦没者追悼式への水戸市平和大使及び市内中学生の参列 ※平成30年度～

茨城県 日立市

〈戦災の状況〉
太平洋戦争末期の1945(昭和20)年、日立市は、軍需工場地帯ということもあり、他の地方都市には例のない、連

合軍からの大規模攻撃を受けました。
◆6月10日：1ﾄﾝ爆弾攻撃…100機を超える米軍機B29から508発もの1ﾄﾝ爆弾が日立製作所日立工場に投下された。
◆7月17日：艦 砲 射 撃 …米軍第３艦隊の戦艦など16隻が日立沖に現れ、20分余りにわたる艦砲射撃を受けた。
◆7月19日：焼夷弾攻撃 …127機の米軍機B29から13,900発もの焼夷弾が投下され、市街地の６割以上を消失した。
〔三度の大規模攻撃による被害状況〕死者1,539人・行方不明者38人・罹災戸数15,325戸・罹災者75,650人

（資料・出典「日立戦災史」「図説十王町史」）
〈次世代への継承〉
戦災の記憶を風化させないよう、平和の尊さや命の大切さを次世代に伝えるための取組を実施しています。

◆日立市平和展の開催（毎年８月）…「自分たちの身近な地域で起きた戦災」をテーマに日立市の戦災の状況や戦
前から戦時中にかけての生活の様子などの写真パネルや実物資料の展示などを行います。
◆平和への旅（青少年派遣事業）の実施…市内中学生を被爆地である広島市及び長崎市に
交互に派遣し、原爆犠牲者 慰霊平和祈念式典への参列や原爆資料館見学等を通じて
戦争の悲惨さや命の尊さを学ぶ機会を提供しています。

◆平和の鐘の建設…終戦50周年の1995(平成7)年8月15日に､永久に戦争のない平和な世界
の実現を願う日立市民の心の表象として、戦災者への慰霊の意を込め建設しました。

◆日立市戦没者追悼式の開催（隔年10月頃）…先の大戦における戦災者に対し､追悼の意
を捧げるとともに、恒久平和への誓いを新たにする機会としています。
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栃木県 宇都宮市

〈戦災の状況〉
昭和２０年７月１２日午後１１時１０分に、１１５機のＢ－２９爆撃機が現在のＪＲ宇都宮駅から東武宇都

宮駅の間を中心に焼夷弾を投下し、旧市街地の大半が焼け野原になりました。周辺部の多くも被災し、死者６
２０人以上、被害戸数９,１７３戸以上と本市に甚大な被害をもたらしました。

〈次世代への継承〉
宇都宮市では、世界の恒久平和に向けた努力を誓うため、平成８年４月１日に平和都市宣言を制定し、宇都

宮空襲のあった７月１２日を「宇都宮市平和の日」、この日から終戦日である８月１５日までを「宇都宮市平
和月間」と定めています。
◆ 宇都宮市平和のつどいの開催（毎年７月頃）
◆ 宇都宮空襲体験等の語り継ぎ講演会（毎年１０～１２月頃）

小学校の児童を対象に，宇都宮の空襲体験者による講演会を開催
◆ 宇都宮市平和月間における啓発
・ 市役所の市民ホールにおける平和啓発パネル展示及び折鶴作成コーナーの設置
・ うつのみやの戦災展の開催（戦災記録保存事業により収集した資料の展示）
・ 市立図書館における平和資料コーナーの開設

栃木県 鹿沼市

〈戦災の状況〉
１９４５年７月に空襲を受け、９名の尊い命が失われました。この空襲による火災で、焼失家屋は、２５６戸、
被災人口は、２，４９０人にのぼり、被災した人々は、避難生活を余儀なくされました。

〈次世代への継承〉
◆広島平和記念式典派遣事業（平成９年～）
市内の中学生を広島に派遣しています。
（※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止を決定しました。）
◆戦後60年事業 平和講演会（平成１７年）
戦争体験者による講演会を行いました。
◆戦後70年事業 戦争の記憶展（平成２７年）
戦時下での鹿沼市の様子がわかる写真等の展示会を実施しました。
◆戦後75年事業
「戦争体験を語り継ぐ～平和の尊さを次世代へ～」映像制作事業（令和２年）
鹿沼市在住の戦争体験者による証言をまとめたDVDを制作し、図書館・コミュニティセンター等で貸出しを
行っているほか、市の公式Youtubeチャンネルで公開しています。

群馬県 前橋市

〈戦災の状況〉
昭和２０年８月５日の空襲が本市において最大の被害であった。空襲は２２時３０分頃から始まり、約１時間１５分の空
襲により死者は５３５名、負傷者は６００名にのぼるとされ、当時の中心市街地約８０％を焼失した。

〈次世代への継承〉
・「前橋空襲とミニミニ原爆展」パネル展示（前橋空襲のあった８月５日を含む期間に開催）
戦争の実態や悲惨さを再認識する契機とし、毎日が平和に過ぎていくことの大切さを広く市民に伝えることを目的とす

る。
・前橋空襲一斉慰霊（毎年８月５日に開催）
被害の大きかった地域の神社や教会、市内全域の寺院が一斉に戦没者の供養と未来永劫の平和を記念する。

・戦後75年前橋空襲特別展示（令和２年度のみ実施）
民間団体から寄贈された資料及び市の保有する資料の展示

・「戦争・平和を考える」特設コーナー
図書館全館（本館、こども図書館、15分館）で関連する資料コーナーを設置し、図書館利用者への情報提供を行った。

・なつやすみ映画大作戦
図書館で毎年開催されている夏休みのDVD上映会の中で、終戦記念日に合わせ戦争・平和に関するDVDを上映した。

・令和２年度前橋市戦没者追悼式
本市戦没者に対し、追悼の誠を捧げるとともに、世界の恒久平和の確立を祈念するための式典の実施
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群馬県 高崎市

〈戦災の状況〉
高崎が初めて空襲されたのは、昭和２０年７月１０日、その後は７月２９日から３１日、８月５、６、１４

日と立て続けにＢ２９爆撃機の攻撃を受けました。
特に被害が大きかったのが、８月５日に受けた空爆です。テニアン島から出撃した１００機ほどのＢ２９爆

撃機による焼夷弾攻撃を受け大きな被害を受けました。この７日間による空爆で、２１人が亡くなり、３３人
が負傷しました。罹災戸数８３９戸、罹災者３，６２４人、罹災面積２５万平方メートルにのぼり、高崎も戦
災都市の指定を受けることになりました。

〈次世代への継承〉
平成２８年６月２６日、高崎市遺族の会「青年部」を発足。
同日、第１回目の研修会を行い、遺族の会の目的や趣旨等を説明、「青年部の組織化はなぜ必要なのか」等

研修をしました。
その他、毎年１回～２回、市外・県外研修として、青年部員を主体に、戦争遺跡・戦争に関わる施設や資料

館を訪ね研修を重ねています。（参考：マチダ平和資料館（前橋市）・松代大本営跡（長野県）・無言館（長
野県）・昭和館（東京都）など）

群馬県 伊勢崎市

〈戦災の状況〉
終戦直前の昭和２０年（１９４５年）８月１４日深夜から１５日未明にかけて空襲を受け、市街地を中心に

多くの被害が発生しました。広大な防空空き地の設置などにより類焼が抑えられたとされますが、罹災戸数は
２，１１９戸に及び、４０人の尊い命が犠牲となりました。

〈次世代への継承〉
伊勢崎空襲の継承活動を行う団体と連携を図り、平和学習の場や資料を提供するなどの取組を行っていきます。
◆赤堀歴史民俗資料館で関連資料を展示
◆関連団体との連携による記憶の継承

関連団体が市民の体験や資料をまとめた冊子・紙芝居・ＤＶＤを図書館に所蔵して貸出し
ＤＶＤの映像を図書館のＹｏｕＴｕｂｅチャンネルで公開

埼玉県 熊谷市

〈戦災の状況〉
１９４５年８月１４日の午後１１時３０分頃、グアム島の空軍基地から離陸したＢ２９爆撃機約８０機によ

る、約８,０００発の焼夷弾等の投下により、熊谷市の中心市街地は火の海と化しました。終戦のほんの数時
間前の出来事でした。この空襲により、中心市街地の約３分の２が焼失し、２６６人の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
戦争の惨禍を二度と繰り返すことのない社会と人類の恒久平和を実現するため、熊谷市では２００６年に

「非核平和都市」を宣言しました。県内唯一の戦災指定都市として、平和の尊さを次世代に伝え続けています。
◆平和展の開催（毎年８月）
◆星川とうろう流しの開催（毎年８月１６日）
◆戦没者戦災死没者追悼式の開催（毎年１０月）
◆平和バスの運行（毎年１１月）
◆平和資料展示室の開設（２０１５年４月）
熊谷市スポーツ・文化村「くまぴあ」内に設置

星川とうろう流し 戦没者戦災死没者追悼式
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千葉県 千葉市

〈戦災の状況〉
１９４５年６月１０日と７月７日（七夕空襲）の２度にわたる大空襲により、中心市街地（約３３０ヘク

タール）の約７割（２３１ヘクタール）が焼け野原となり、死傷者１，５９５人、被災戸数８，９０４戸、被
災者４万１，２１２人に及びました。

〈次世代への継承〉
戦争の悲惨さを後世に伝え、平和を祈念するための取り組みを行っています。
♦平和啓発用パンフレット「考えよう 平和の大切さ」の発行（毎年６月）
♦七夕空襲の日に合わせ、市長が戦没者戦災死没者之慰霊碑を拝礼（毎年７月）
♦千葉空襲写真パネル展の開催（毎年７月～８月）
♦平和アニメ上映・戦災体験講話会の開催（毎年８月）
♦戦没者追悼式の挙行（毎年１０月）
♦戦跡めぐりウオーキングの開催（毎年１１月）
♦千葉空襲写真パネル、平和に関するビデオテープ・ＤＶＤ等の貸出し（毎年実施）

千葉県 銚子市

〈戦災の状況〉
Ｂ29による本格的な空襲を受けたのは、１９４５年３月9日から１０日にかけての夜が最初で、焼夷弾投下

により市中心部一帯が夜明けまで燃え続けました。
続く７月１９日の大空襲で、焼夷弾や爆弾、機銃掃射により壊滅的な打撃を受け、被害はほぼ市の全域に及

びました。
全市面積の３２％が被災、焼失戸数は全戸数の３５％にのぼり、３３２人の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
銚子市は、非核・平和都市宣言をしており、戦争被害の悲惨さと平和の尊さを伝える施策を実施しています。

◆広島又は沖縄への中学生派遣（毎年８月）
資料館等での平和学習のほか、現地の中高生との平和交流を実施

◆銚子空襲展と広島・長崎原爆被災写真展を同時開催（毎年８月）

◆広島・長崎原爆被災写真展の写真パネルを小中学校に貸出し（随時）

東京都（墨田区）

〈戦災の状況〉
本区の前身である当時の本所区と向島区は、人口密集地であり、１９４４年１１月２９日・３０日の空襲を初めとして、

１９４５年５月２５日までに１２回もの空襲を受けました。特に、１９４５年３月１０日に受けた空襲は東京大空襲と呼
ばれ、本所区のほぼ全てと向島区の約半分が焼失しました。

〈次世代への継承〉
本区は、１９８９年に平和福祉都市づくり宣言を行いました。

◆平和のオブジェ
区民等に折り鶴の提供を呼びかけ、毎年３月にその折り鶴で区役所１階に壁画「平

和のオブジェ」を制作し、１年間展示しています。
◆空襲証言の記録・保存
墨田区老人クラブ連合会では、毎年２名の方の東京大空襲の体験談をDVDに収録し、

保存・貸出しを行っています。
◆平和集会
多くの区立小学校では、毎年３月頃に平和集会を開き、空襲体験者の話を伺うほか、

児童自身が本で調べたことを発表しています。
◆すみだ郷土文化資料館
１９９８年の開館以来、定期的に空襲の企画展を実施しているほか、毎年８月～３月には空襲体験画の常設展示を行っ

ています。さらに、所蔵する空襲体験画を展示キットにして、公共施設や学校などに貸出しを行っています。
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東京都 八王子市

〈戦災の状況〉
昭和20年８月2日未明に起きた八王子空襲。米軍の爆撃機による空襲は約2時間にわたり死者は約450名、負傷
者は約2,000名、当時の市街地の約80パーセントが焼失しました。

〈次世代への継承〉
戦争の悲惨さや平和の尊さを広く市民に啓発し、次代を担う子どもたちに伝えるため、八王子空襲が起きた8月2日を含む日程で、毎年、
平和展を開催しています。また、八王子空襲を体験された方が子どもたちに戦争の体験を話す出張語り部を通年で行うなど、戦争の傷
跡や記憶を後世に継承していくための施策に取り組んでいます。

◆平和展開催：八王子空襲の資料や写真パネルなどを活用した企画展示、語り部の証言、講演会、紙芝居、朗読会、市内の小学生・中
学生が描いた「平和」をイメージした絵の展示
◆戦争体験談の記録・保存：八王子空襲及び被爆の語り部の映像収録
◆市内小・中学校への語り部派遣：市内在住の八王子空襲体験者や遺族会会員の方が市内小・中学校の授業で戦争体験を語る
◆懸垂幕の設置：「世界の平和はみんなの願い」という懸垂幕を掲出
◆「東京都平和の日」「終戦記念日」に伴う黙祷の呼びかけ：市長及び職員による庁内放送
◆企画展及び講座などの開催：郷土資料館で戦争に関する展示会や講座、紙芝居などを企画し開催。また、市内４つの図書館で
平和展開催に併せ平和をテーマとした企画展示を実施

神奈川県 横浜市

〈戦災の状況〉
昭和20（1945）年5月29日、B29爆撃機の大規模な空襲を受けて、横浜は市街地の大半が壊滅し、市民の半数近くが罹

災し廃墟の街と化してしまいました。
空襲当日の未明、米第21爆撃機集団所属のB29編隊517機がマリアナ基地を発進し、午前9時20分ころ横浜上空に達し、

10時半ころまでの約1時間に大量の焼夷弾を投下し、横浜の市街地は猛火につつまれました。この大空襲による被害は、
直後の公式発表によれば、死者3,650人、重軽傷者10,198人、行方不明309人、罹災者は311,218人と大変甚大なものでした。
（5.29以外の空襲による死者も含んだ死者数は4,616人になります。）

〈次世代への継承〉

横浜では、昭和20年5月29日の横浜大空襲など先の大戦で多くの尊い命が犠牲になった

ことを決して忘れることなく、国際平和の推進のための取組を行っています。

🔶「横浜市戦没者追悼式」（毎年11月1日）

🔶本市が所蔵する横浜の空襲と戦災関連資料の公開（web版を含む）や貸出

🔶「横浜市国際平和の推進に関する条例」（H30）などの国際平和に向けた取組

🔶「よこはま子ども国際平和プログラム（スピーチコンテスト・国際平和募金等）」の実施 等 横浜市戦没者慰霊塔

神奈川県 小田原市

〈戦災の状況〉
昭和20年４月以降、小田原はたびたび空襲を受けていましたが、太平洋戦争の敗戦日である同年８月15日

に、他の都市とともに最後の空襲を受けました。
敗戦後の第一復員省資料課の調査によると、小田原では、死者48人、負傷者40人、家屋全焼及び全壊484棟、

り災者1,666人となっていますが、正確な被害状況の把握には至っていません。

〈次世代への継承〉
小田原市平和都市宣言の理念の実現に向け、幅広い年代の方に戦争の悲惨さと平和の大切さを伝えるため、

次の事業を実施しています。
◆平和施策推進事業
次世代平和継承事業（中学生対象の宿泊学習）、学校訪問講話会開催事業（小学生対象）、
市内戦争遺跡巡り事業、平和パネル展開催事業、
リーフレット（「伝えておきたい小田原の戦争と平和」）の配布等
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新潟県 長岡市

〈戦災の状況〉
1945年7月20日、当時の古志郡上組村左近地内に模擬原子爆弾が投下されました。長岡に投下された初めての爆弾でし

た。その12日後の8月1日、午後10時30分からB29による焼夷弾爆撃が始まりました。空襲は、1時間40分に及び、
163,000発余りの焼夷爆弾や子弾により市街地の8割が焼け野原となり、二つの空襲を合わせて1,488人（令和2年12月時
点）の尊い生命が失われました。

〈次世代への継承〉
新潟県内唯一の大規模戦災都市として、悲惨な戦争の記憶を風化させることなく、平和への願いを次世代へ継承してい

くため、平和事業を実施しています。
♦長岡戦災資料館の開館（平成15年7月）
♦長岡平和祈念式典の開催（毎年8月1日）
♦「長岡空襲体験画展」、「長岡空襲の体験を聞く会」の開催（毎年5～6月）
♦「長岡空襲解説講座」の開催（毎年7月）
♦「長岡空襲殉難者遺影展・戦災住宅焼失地図展」の開催（毎年7～8月）
♦「戦災資料館に行ってみよう 親子で学ぶ「長岡空襲」」、「長岡空襲史跡巡り」の開催（毎年8月）
♦長岡空襲紙芝居「みちこのいのち」を市内小学校へ配布（平成30年2月）
♦長岡空襲体験証言ＤＶＤの制作（毎年実施）
♦体験記録集「長岡空襲の体験記録」の制作（随時実施）

富山県 富山市

〈戦災の状況〉
１９４５年８月２日午前０時３６分、米軍のＢ２９大型爆撃機１７４機が、富山市中心部に５０万発以上の

焼夷弾を投下し、町は一瞬にして焦土と化しました。この「富山大空襲」は市街地の99.5％を焼き尽くし、被
災した人はおよそ１１万人、亡くなった人は２７００人を超え、地方都市としては人口比で最も多くの犠牲者
を出しました。

〈次世代への継承〉
郷土の発展に尽力された先人の功績に感謝するとともに、今後の平和と発展を誓うため、「富山市民感謝と

誓いのつどい」を開催するなど、さまざまな取り組みを行っています。
♦「富山市民感謝と誓いのつどい」の開催（毎年８月１日）

富山大空襲の体験談の朗読、中学生による作文の発表、遺族や市民による献花
♦「あゆみ展」の開催（毎年７月３０日～８月１日）

パネル資料を通して、富山市の歴史や市民生活の変遷の写真、小学生の絵画などを展示
♦富山大空襲に関するホームページ「富山大空襲の記憶」の公開（令和２年８月１日～）

富山大空襲の遺品や資料、証言インタビューの映像、写真アーカイブなど

福井県 敦賀市

〈戦災の状況〉
敦賀市では、昭和２０年７月１２日、日本海側の都市として初めて空襲に見舞われました。その後、７月３０日、８月

８日と三度にわたり見舞われた空襲により１５７名の方々の尊い命が奪われました。最初の空襲に見舞われた７月１２日
には、約２時間半もの間空襲を受け、市街地の約８割が被災し、大きな被害と衝撃を与えました。８月８日の空襲では、
東洋紡績敦賀工場が標的とされ、工場従業員１５名に加えて、勤労動員として働いていた敦賀中学校及び敦賀高等女学校
の生徒、教員１８名も犠牲となっています。敦賀市がなぜ日本海側で初めて攻撃目標とされたかについては、鉄道網や陸
路海路ともに重要な地点だったこと、京阪神の主要都市や軍の基地が爆撃され、軍関係の施設が数多く敦賀に移転してい
たことなどが考えられています。

〈次世代への継承〉
毎年７月に、日清戦争から太平洋戦争における戦没者戦災死没者の冥福を祈るとともに、世界の恒久平和を願い、市が

主催の戦没者戦災死没者追悼式を行っています。昭和２０年７月１２日が初めて空襲に見舞われた日であるため、７月１
２日に合わせ、その近い日曜日の開催としています。遺族の方々以外にも広く参加していただけるように、市の広報誌等
で呼びかけをしているほか、市内小学校高学年の児童と市内中学校の生徒に対して案内チラシを配布しています。また、
追悼式に併せて市内にサイレンを鳴らし、戦没者戦災死没者のご冥福と世界平和を願って黙とうを捧げていただきますよ
うお願いしています。追悼式に参加できない方でも、当時の惨禍を思い平和を願うような時間を作ってもらえるように呼
びかけています。
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山梨県 甲府市

〈戦災の状況〉
1945年7月6日から7月7日未明にかけ、アメリカ軍爆撃機B-29により甲府市を中心に空爆を受けた。7月6日

から7月7日未明にかけてであったため「たなばた空襲」とも呼ばれている。この空爆による被害は、1974年7
月に行われた調査によると、死者1,127名、負傷者1,239名、被害戸数18,094戸となっている。

〈次世代への継承〉
本市では、昭和57年7月に「核兵器廃絶平和都市宣言」を行い、平和への誓いとゆるぎない恒久平和を次世

代に継承するとともに、犠牲となられた多くの戦没者等の御霊に対し心から慰霊するため次の事業を行ってい
る。
●戦災殉難者無縁仏供養

甲府空襲（たなばた空襲）により尊い命を失った戦災殉難者の無縁仏（140体）の供養のため、市長等が
毎年8月に「戦災殉難者無縁仏供養碑」を訪れ、その御霊の永遠に安らかならんことを祈念している。

●甲府市戦没者・戦災死没者・原爆死没者合同慰霊祭
今日の平和と繁栄の礎を築かれた多くの戦没者等の御霊に対し、全ての市民が心から慰霊するため、戦後

の節目の年に5年に1度、遺族の参列を得て実施している。

岐阜県 岐阜市

〈戦災の状況〉
１９４５年７月９日、Ｂ２９爆撃機による焼夷弾のはげしい空襲を受け、市内各地に火災が発生し、延焼し

て市内の主要部分を焼失しました。この空襲により受けた戦災区域は、市街地の約８０％、焼失家屋は全戸数
の約５２％にあたり、罹災者は全人口の約４４％におよび、死者８６３人、負傷者５２０人を出すにいたりま
した。（「岐阜市史 通史編 近代」昭和56年発行 「岐阜市史 通史編 現代」昭和56年発行 「岐阜空襲誌」昭和53年発行を参照）

〈次世代への継承〉
市制100年を迎えた昭和63年7月1日に「平和都市宣言」を行い、この宣言の思いを市民と共有するため、以

下の事業を行っています。
◆岐阜市平和資料室での資料展示（常設）平成14年1月開設
（岐阜市生涯学習・女性センター（JR岐阜駅東）内設置）

◆7月9日「平和の鐘」を開催（平和を願う式典を開催し、市内約130カ所の
寺院等や海外姉妹都市で「平和の鐘」を鳴らします）

◆「子どもたちに伝える平和のための資料展」毎年７,８月開催
◆「平和の折り鶴」の募集と展示（毎年10万羽を超える折り鶴が届きます）
◆ 市内小中学校での平和教育（空襲や戦争の体験談など）

岐阜県 大垣市

〈戦災の状況〉
軍需用品の生産に携わった工場が多かったこともあり、昭和20年3月2日から同年7月29日まで計6回の空襲を

受けました。市街地の54％が焼失、当時の国宝であった大垣城なども焼失し、90名を超える命が失われました。

〈次世代への継承〉
戦争の歴史を伝え、犠牲者の追悼を行っています。
◆連合自治会による追悼式典の開催
◆戦争の惨禍を次世代に伝えるための展示会を開催

「戦災と平和展」（2004年）
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静岡県 静岡市（旧：静岡市・清水市）

〈戦災の状況〉

静岡・清水両地区は1944年の暮から敗戦までの間に、26回もの空襲と艦砲射撃を受けました。

◆静岡空襲〔1945年6月19-20日〕約2時間で市街地の6割以上が消失、1,603人*の尊い命が失われました。

◆清水空襲〔1945年7月7日〕約1時間30分の空襲により市街地の5割を焼失、193人*の尊い命が失われました。

*被害状況は資料により差異があります

〈次世代への継承〉

◆戦没者を追悼し平和を祈念する式典（毎年8月15日）…平成28年度から次世代への継承の場としての位置づ

けを加え、小中学生等による平和へのメッセージ発表を行っています。発表に当たり、地域の人に戦争体験を

伺うなど、各校で様々な取組が行われています。式典運営ボランティアとして高校生も参加しています。

◆平和祈念パネル展（毎年7月～8月頃）…市民が描いた空襲体験画や戦跡のパネル等により、静岡・清水空襲

等の史実を伝えるパネル展を、３区役所と「戦没者を追悼し平和を祈念する式典」会場で実施しています。

◆静岡空襲・清水空襲の被災日にあわせて、市公式SNS等で空襲の史実を発信。

◆静岡平和資料センターの開設（1993年） ※現在地は葵区伝馬町・市は助成等協力

◆安倍川花火大会・清水七夕まつりで、戦災犠牲者を悼み平和への願いを込めた情報発信等の取組を実施。

静岡県 浜松市

〈戦災の状況〉
戦前から航空隊の根拠地であり、また軍需物資の生産都市であったので、３０回あまりに及ぶ空爆、艦砲射

撃の攻撃を受け、市の大半が廃墟と化し、死傷者も８，０００人を超えました。特に、昭和２０年６月１８日
の大空襲では、６万５，０００発という莫大な数の焼夷弾投下は、熾烈を極め、市の中心部は一瞬にして紅蓮
の炎に包まれ、１万６，０００余の家屋が全焼し、１，１５７人の尊い命が失われ、大都市なみの被害を受け
ました。

〈次世代への継承〉
浜松空襲の史実を伝え、戦災の記憶を継承することで、犠牲者の追悼と恒久の平和に伝えています。
◆戦災死者慰霊祭 昭和２０年６月１８日の空襲は、「浜松大空襲」といわれ、最大の被害となりましたの

で、例年、６月１８日に挙行しています。
◆戦災被爆者慰霊碑 悲惨な戦争の絶滅を期し、３，０００有余命の戦災死者のご冥福と恒久平和を祈念して

昭和５４年に建設しました。
◆復興記念館 昭和６３年に建設し、戦後復興の記録及び市民の姿を保存・展示しています。
◆語り部活動 戦災の体験を後世に引き継ぐために、戦災遺族会により活動しています。

静岡県 沼津市

〈戦災の状況〉
「沼津市大空襲」…沼津市は昭和20年7月17日未明、マリアナ基地を出撃した米軍機130機に投下された

9,077発、1,039トンに及ぶ焼夷弾により、9,523戸を焼失、274人の死者を出すという被害を受けました。米軍
記録によれば、この空襲により沼津市は都市面積の89.5％を破壊されたとされています。7月17日以前に受け
た小規模な空襲と合わせると死者322人、重軽傷者634人、全半焼11,756戸、全半壊127戸という戦災被害を受
けました。

〈次世代への継承〉

◆慰霊平和塔（香貫山香陵台）…昭和40年1月28日建立。日清、日露、第一次、第二次世界大戦における沼津
市出身の戦没者並びに戦災死者が祀られています。

◆昭和62年「核兵器廃絶平和都市宣言」を行い、市内の要所へモニュメントの設置をしています。

◆戦没者を追悼し平和を祈念する日の式典（毎年8月15日）…戦没者遺族を代表して、小学生が黙祷の際に“平
和の鐘“を鳴らし、献花を行います。また、平成30年度から小中学生による平和を考える作文の朗読を行って
います。

◆香貫山慰霊平和塔法要、戦没者戦災死者慰霊法要…沼津市遺族会（毎年8月15日）
◆各地区慰霊祭…地元の自治会や遺族会支部が開催
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愛知県 名古屋市

〈戦災の状況〉
航空機産業の中心地であった名古屋では、1944年12月の市内の航空機工場への空襲を皮切りに工場や市街地

への空襲が何度も繰り返し行われました。また、1945年5月の市街地を標的とした空襲では、名古屋城が焼失
しました。空襲により約8,000名が亡くなったと推定されています。

〈次世代への継承〉
・戦争体験を次の世代に引き継ぎ、戦争の残した教訓や平和の大切さを学ぶことで、平和を希求する豊かな心
を育み、平和な社会の発展に寄与することを目的として、「愛知・名古屋 戦争に関する資料館」を開館しま
した（平成27年）。同館では、戦争に関する実物資料の展示のほか、戦争体験談を聞く会等のイベントを開催
しています。愛知県内に住む子どもたちに、この地域で起きた戦争について学習し、戦争の残した教訓や平和
の大切さを考えてもらうことを目的としたパンフレットを作成しました（令和2年）。
・戦争の体験や悲惨さ、平和の尊さを次世代へ引継いでいくため、民間戦災傷害者の記録誌の発行（平成24
年）や記念碑の建立（平成26年）、慰霊祭や座談会を開催（平成27年）。また、勤労奉仕の教員や生徒が空襲
で犠牲となった市内の高校では、毎年空襲のあった日に慰霊祭を開催するなど、戦争体験の継承や平和学習を
行っています。

愛知県 豊橋市

〈戦災の状況〉
歩兵第18連隊を擁し、軍都として発展してきた豊橋市は、1945年6月19日夜から20日未明にかけ、延べ136機

のB29による徹底的な波状攻撃を受け、戦火に包まれました。空襲は3時間余り続き、市街地を中心に全戸数の
7割が焼失、罹災人口は全人口の半分に及び、624人もの尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
「平和・交流・共生の都市宣言推進指針」に基づき、平和への貢献に寄与するよう、さまざまな事業に取り組
んでいます。
◆平和パネル展の開催（毎年8月頃）
◆平和に関する資料の貸し出し

戦争体験談DVDの貸し出し
平和図書関連コーナーの常設

◆子どものための平和の集い（毎年7月頃）
◆「平和を求めて とよはし」図書館資料展の開催（毎年7～9月頃）
◆戦争遺跡探訪

愛知県 岡崎市

〈戦災の状況〉
太平洋戦争末期、名古屋空襲の余波を受けて1945年1月5日、5月14日に爆撃が行われました。
また、岡崎は主として名古屋の大工場の下請け仕事をしている多数の小工場がある都市でした。そのため空

襲が成功すれば名古屋地区における補助的小工業を破壊することとなり、日本の回復力を遅らせるという意図
のもと、1945年7月20日午前零時40分から2時30分にわたり焼夷弾が投下されました。この7月20日の大規模爆
撃により、約280名の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
◆岡崎市平和祈念式（毎年７月19日、但し19日が土、日、祝日の場合はその前平日）

戦没者御遺族の方々の参列のもとで、戦争の犠牲となられた方々の御冥福をお祈りするとともに、悲惨な
戦争の教訓を風化させることなく平和の尊さを語り継ぐことで二度とこうした悲劇を繰り返さないことを祈
念します。

◆岡崎空襲の市民慰霊祭（毎年7月19日） 主催：岡崎空襲を記録する会
２０２０年第４４回目の慰霊祭が開かれ、２７９名の刻名板の除幕式がありました。「戦争体験を語る

会」も３１年間続いています。
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愛知県 一宮市

〈戦災の状況〉
昭和20年7月13日及び28日に空襲を受けました。特に28日の空襲では、午後10時から翌日午前2時までB29か

らの油脂焼夷弾の波状攻撃を集中的に受け、市内はまたたく間に火の海と化し、その火は3日3晩燃え続けまし
た。

2回の空襲により、り災戸数は全市戸数の83％にあたる10,468戸、り災者は全市人口の71％にあたる41,027名
を数えました。その内4,187名が負傷、727名の尊い命が失われました。
主な被災建物は、一宮警察署、一宮税務署、一宮商工会議所、国鉄尾張一宮駅、真清田神社、一宮中学校、

一宮高等女学校、一宮商業学校、第1・第2・第5・赤見・瀬部の各国民学校等です。

〈次世代への継承〉
戦役や空襲で亡くなった方々に追悼の誠をささげるとともに、新しい世代に戦争の悲惨さと平和の尊さを伝

えていくことで恒久の平和につなげていきます。
◆平和祈念事業・一宮市戦没者追悼式の開催（毎年１０月頃）
◆「平和を考える作文」の募集、顕彰・・小学校６年生、中学校３年生より募集
◆一宮市戦災死没者追悼式（毎年７月２８日／主催：一宮市戦災遺族会）

三重県 津市

〈戦災の状況〉
１９４５年３月に初めて空襲をうけて以降、軍需工場や住宅密集地域等の市街地が標的となり、終戦までに計
７回の空襲をうけました。市街地の７割を焼失、約４０，０００人が被災し、三重県内で最大の１，８８５人
もの尊い命が犠牲となりました。

〈次世代への継承〉
非核平和都市宣言を行った市として、津市戦没者遺族会や津平和のための戦争展実行委員会と協力し、犠牲者
の追悼と恒久平和の実現に努めています。

◆市主催による戦没者戦災犠牲者追悼式を開催（毎年１０月下旬頃）
◆平和を考える市民のつどいの開催（毎年７月または８月）
◆２０１５年に戦没者の孫による「津市戦没者遺族会新世代の会」が発足

三重県 四日市市

〈戦災の状況〉
戦争の長期化と深刻な戦況が続く中で、昭和１９年にサイパン島やグアム島が陥落すると、米軍による日本本土

への本格的な空襲が始まりました。６月１８日未明、本市は、浜松市や大牟田市、鹿児島市とともに中小都市空襲
の第１回目の攻撃目標とされました。グアム島の近くのテニアン島北飛行場を発進した攻撃機は、硫黄島の上空か
ら伊良湖岬を経て、伊勢湾に到着し、本市を攻撃した後、熊野灘に去っていきました。
米軍の中小都市空襲『作戦任務報告書』によると、このときの攻撃機の総数は８９機。１８日の午前１時２８分

から３時５分までの間に、高度２,１００メートルの上空から、６～１００ポンドの焼夷弾を約３万個、合計５６７．
３トンを投下しました。そして、全市の３５パーセントに当たる約３．１８平方キロメートルの市街地が焼失しま
した。
当時の四日市警察署『沿革誌』によると、この空襲で罹災者４７,１５３人、死者７３６人、行方不明者６３人、

負傷者１,５００人。住家の全焼１１,１４０戸、半焼２５０戸、非住家の全焼１,２５２戸、半焼１６５戸と、一夜
にして市街地は焦土と化し、多くの市民の尊い生命と貴重な財産が奪われました。
その後、終戦の日まで、空襲や機銃掃射など合わせて、８回攻撃されています。

〈次世代への継承〉
昭和５５年６月に「四日市空襲殉難碑」を建立し、毎年６月１８日に、殉難碑前にて、「四日市空襲犠牲者

慰霊献花式」を行っています。
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三重県 伊勢市（旧：宇治山田市）

〈戦災の状況〉
１９４５年１月、伊勢神宮豊受大神宮（外宮）への爆弾投下を皮切りに終戦まで９度の攻撃を受け、市内

の約６割を焼失し、１０１人の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
戦災の記憶を継承することで、犠牲者の追悼と恒久の平和につなげています。
◆戦争犠牲者追悼式の開催（毎年７～８月頃）
◆非核・平和空襲展の開催（毎年８月）
◆市広報紙「広報いせ」にて平和特集を実施
２０１５年（戦後７０年）、２０１９年（平和への願い）、２０２０年（戦後７５年）

三重県 桑名市

〈戦災の状況〉
１９４５年１月３１日に始まった桑名空襲は、７月３０日まで延べ６回の空襲を受け、特に７月１７日の空

襲では市内の約８０％が焼失、７月２４日の空襲（面積当りの爆弾投下量が７１１トンで全国一と言われてい
ます）では市内西北部一帯が粉砕され、この両日の空襲で市街地の約９０パーセント、全市民の約７０パーセ
ントが罹災し、６５７人の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
◆桑名空襲犠牲者追悼式
毎年７月に桑名空襲遺族会が主催で追悼式を行っています。

◆桑名空襲の朗読劇
市内の劇団が主催で桑名空襲体験記の朗読劇を行っています。

大阪府 大阪市

〈戦災の状況〉
昭和19年12月19日に始まり終戦前日の昭和20年8月14日まで続いた大阪府域への爆撃は、ボーイングB29爆撃

機100機規模以上による大空襲8回を含めて、50回以上を数え、そのうち大阪市域への爆撃は約30回であり、大
阪市は人的にも物的にも甚大な損害を被りました。

〈次世代への継承〉
・各学校において、それぞれの学校の実情に応じて、平和に関する取組を工夫して実施しています。
・いくつかの学校では、広島、長崎における原爆死没者・犠牲者慰霊や終戦記念等の式典が行われることを受
け、8月初旬に夏季休業中の登校日を設け、平和に関する取組を行っています。
・大阪府と共に平和施策を実施することを目的に設立された「ピースおおさか」において、身近な地域の出来
事である「大阪空襲」を中心に取り扱い、「子ども目線」の展示とすることで、次代を担う子どもたちが、こ
の大阪で起こった空襲の実相や大阪と戦争の関係を通して、戦争の悲惨さ、戦争の背景を理解するとともに、
平和を自分自身の課題として考えることができることをめざしています。
・戦争犠牲者に対し、心から追悼の誠を捧げるとともに、再び戦争の惨禍が繰り返されることのないよう、そ
の教訓を次世代に語り継ぎ、恒久平和への誓いを新たにするため、毎年「大阪戦没者追悼式」を大阪府と共同
で開催しています。令和3年度には、大阪府・大阪市・堺市での共同開催を予定しています。
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大阪府 堺市

〈戦災の状況〉
隣接する大阪市と、軍需生産のうえで密接な関係を持っていたため、１９４５年３月１３日を皮切りに、６月（２回）・７月（堺大空
襲）・８月の五次にわたり空襲（焼夷弾・爆弾・機銃掃射等）を受けました。
堺大空襲においては、罹災した面積は約２２万６千坪に達し、これは市域総面積の１.４％に当たり、旧市域の６２％に相当する面

積が焦土と化しました。
これらの空襲で、死傷者約３千人、建物の全焼（壊）半焼（壊）は約１万９千戸、罹災者７万人を超える人的、物的に大きな被害を

被りました。

〈次世代への継承〉
堺大空襲等の事実を伝えることで、戦争の悲惨さと平和の大切さを次世代へ継承します。
◆市内の小・中学校に対し作文「平和へのメッセージ」の募集
◆戦没者追悼式の実施
◆堺市立平和と人権資料館（「平和」、「人権」、「環境」等いのちの大切さをメッセージ）
・平和に関しては、堺大空襲等に関する資料を常設展示し戦争の悲惨さや平和の大切さを訴えています。

◆戦争体験証言集「堺大空襲」のＤＶＤを作製し、市民等への貸出しを実施
◆堺大空襲体験者語り部（ピースメッセンジャー）を、希望の学校等に紹介
◆堺大空襲に関する館内放送及び電子掲示板への掲載（２０１９年～）
◆平和と人権展において、市民から寄贈された戦時中の遺品等を展示
なお、２０２０年度は戦後７５年のため、『戦後７５年を迎えた堺で』をテーマに戦時下の堺について、

写真、絵画、戦時中の実物資料に加え、堺大空襲の事実を伝える映像を放映（８月３日～７日）

大阪府 東大阪市（旧：布施市）

〈戦災の状況〉
東大阪市域は単独の空爆主目的ではなく、多くは大阪や大正飛行場の（現八尾空港）攻撃の延長で行われまし
た。東大阪市域の最初の高井田や太平寺などへの空襲は、１９４５年１月３日の名古屋攻撃の編隊の一機が投
弾したものと考えられています。以後、大阪市域の被害と同様、第１次大阪大空襲から第５次まで、三ノ瀬、
稲田、長田、荒本、御厨、長堂など、多くの地域が被害を受けました。死者３６人、重傷者２４人、軽傷者３
９人、負傷者２５５人、行方不明者１１人、全焼８９５戸、半焼８３戸、全壊５１戸、半壊６６戸、罹災戸数
１,０８４、罹災者数４,５２９との記録が残っています。

〈次世代への継承〉
◇戦没者追悼のつどい（毎年１０月頃開催）
本市では、先の大戦における戦没者に対し、追悼の誠を捧げ、恒久平和を祈念するとともに戦没者遺家族を慰
藉することを目的とした戦没者追悼のつどいを、東大阪市遺族会と協力し、執り行っております。

兵庫県 神戸市

〈戦災の状況〉
アメリカ軍による日本本土への空襲は、1942年4月18日に東京・名古屋・四日市・神戸などを空襲したのが

最初で、その後、都市に対する無差別焼夷弾爆撃が、1945年3月10日の東京大空襲を皮切りに本格化し、3月17
日、5月11日、6月5日の3回の大空襲によって神戸市域はほぼ壊滅しました。空襲による神戸市域の被害は、戦
災家屋数14万1,983戸、総戦災者数は、罹災者53万858人、死者7,491人、負傷者1万7,014人という大きな惨禍と
なりました。

〈次世代への継承〉
市民の方々が「命の大切さ」、「平和の尊さ」について考えるきっかけとなることを目的とした啓発を進め

ています。
◆「戦災関連資料展」の開催（毎年８月）
◆常設展示「戦災資料室」 神戸市立兵庫図書館に設置（平成９年度より）
◆ホームページ「神戸 災害と戦災 資料館」の公開（平成17年度より）
◆戦災関連資料や戦争体験談の収集（平成10年度より）
◆市広報紙にて平和啓発記事の掲載（毎年８月号）
◆平和啓発横断幕の掲出（毎年８月）
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兵庫県 姫路市

〈戦災の状況〉
1945年6月22日、川西航空機姫路製作所を中心に爆弾による空襲を受け工場は全滅し、付近の民家も被害を

受けました。また、7月3日深夜から4日にかけて市街地が焼夷弾による空襲を受け、総戸数の40％が焼失しま
した。2度の大空襲により500人を超える尊い命が失われ、約56,000人の人々が罹災しました。

〈次世代への継承〉
戦争の惨禍と平和の尊さを後世に伝えていくために、空襲に視点を置いた資料館として1996年4月に姫路市

平和資料館を設置しました。常設展示のほかにも特別企画展などを開催しています。
◆特別企画展の開催 年4回
◆姫路空襲体験談・被爆体験談を聞く会の開催 年4回
◆平和を共に歌うコンサートの開催
◆市政出前講座の実施 姫路市内の団体を対象に姫路空襲についての講座を実施

また、市内の戦没者及び戦災死没者を追悼し、平和を祈念するため、毎年8月
15日に戦没者追悼式を開催しています。（主催：姫路市遺徳顕彰会）

兵庫県 尼崎市

〈戦災の状況〉
１９４５年３月、第１回大阪大空襲の夜、市内初の本格的な空襲を受けました。これ以降、約半年で延べ１

０回の空襲により、市内最大の軍需工場であった住友金属プロペラ製造所が壊滅したほか、多くの工場や学校、
病院などにも被害があり、４７９人の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
■戦争の恐ろしさを風化させないため、戦争体験者（被爆者）の語り部活動を支援している。
毎年８月に開催される「みんなのサマーセミナー」で、戦争の悲惨さや平和の大切さについて授業を
行っている。

■市内の平和モニュメント情報などを掲載したリーフレットを作成し、市内全ての小学校に配布。
■「平和の鐘」の打鐘、市内各所で平和をテーマとした「講演会」、「平和パネル展」、「ミニコンサー
トと平和映画会」、「平和の絵本読み聞かせ」、また平和の語り部による紙芝居動画を市公式YouTubeチャ
ンネルにアップし配信している。

■毎年８月１５日正午、終戦記念日サイレン放送を実施している。

兵庫県 明石市

〈戦災の状況〉
日本で最も重要な工場の一つとされた市内の航空機工場が標的となり、１９４５年１月、県内初の本格的な

空襲をうけました。これ以降、工場や周辺地だけでなく市街地も標的にされ、約半年で延べ６回の空爆により、
全市街の約６割を焼失、１,５６０人の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
明石空襲の史実を伝え、戦災の記憶を継承することで、犠牲者の追悼と恒久の平和につなげています。
◆平和映画会、平和フィールドワーク、平和祈念式の開催（毎年６～８月頃）
◆平和啓発冊子の小中学生への配布（毎年実施）

市民の体験をもとに描いたマンガ「七夕の願い～明石空襲～」小学校６年生に配布
戦災の史実を次世代に継承していく「明石の空襲－史実編－」中学校３年生に配布

◆市広報紙「広報あかし」にて平和特集を実施
２０１３年（明石空襲）、 ２０１５年（戦後７０年）、
２０１８年（特別号：あかしこども新聞）、 ２０２０年（戦後７５年）

◆平和資料室の開設（２０２１年１月） 明石市立文化博物館内に設置
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兵庫県 西宮市

〈戦災の状況〉
重要工業都市であった西宮は5回に及ぶ空襲を受け、市街地の大部分（全市面積の18.4％）が消失するとい
う壊滅的な被害を受け、多数の死傷者を出した。
（現在は西宮市に編入されている鳴尾村でも8回の空襲を受けた。重複した被害もあるため、現在の市域に
おいては計10回の空襲被害）

計10回の空襲による被害 死者825名 重軽傷者2,588名
〈次世代への継承〉
戦争の悲惨さを風化させないように記録し、平和の尊さを次の世代に語り継いでいきます。
◆西宮平和資料館の開設 （西宮市川添町15-26 西宮市教育文化センター1階）

市民の方から寄贈頂いた戦争関係資料などを展示しております。
◆「戦時下の西宮」パネルの展示・貸出

西宮平和資料館の所蔵資料を基に作成した写真パネルを公共施設で展示したり、学校を含む各団体など
へ貸出しております。

◆戦争体験談の募集・冊子の発行
戦争にまつわる体験談を募集し、市のホームページで紹介したり、戦争体験談集「戦争の記憶～受け継
がれる思い～」を発行しております。

◆戦没者・戦災死没者・海外物故者・原爆死没者合同慰霊祭の開催（毎年５月）

兵庫県 芦屋市

〈戦災の状況〉
昭和20（1945）年5月11日，6月5日，6月15日，8月5日～6日の計4回空襲を受けました。これらの空襲に

よって139名が亡くなり，市街地の約4割が焼失（特に学校校舎は8割が焼失）しました。6月5日朝に受けた2
度目の神戸大空襲では，芦屋市にも焼夷弾が投下されました。6月15日午前の大阪・尼崎空襲でも芦屋市が爆
撃されました。阪神大空襲と呼ばれている8月5日深夜から6日未明の空襲では，最も大きな被害を受けました。
〈次世代への継承〉
◆「たゆまぬ平和への歩み」展の開催（毎年5月，7月～8月，10月）
平和パネル展示，平和の絵本展示と読み聞かせ，市立幼稚園児の作品展示，中学生の平和学習資料の展示等

◆「みんなで考えよう平和と人権」の開催（毎年7月～8月）
小学生の描いた平和ポスター展，ふれ愛シネサロン（平和啓発映画会），児童センター映画会（子ども向け）

平和講演会，ヒロシマ原爆展・被爆者証言会（※平成30年8月広島市と共催），平和の鐘を鳴らそう！
◆芦屋市平和記録集「たゆまぬ平和への歩み」(平成29年3月発行)，芦屋市戦争体験記録集「未来へつなごう
戦争の記憶」(平成30年3月発行)，芦屋市平和記録集「語り継ごう平和への想い」(平成31年3月発行)の配付

◆市広報紙「広報あしや」にて平和特集を掲載
平成29年8月号：戦争体験から学ぶ「みんなで考える平和」，平成30年8月号：「あの日を忘れない」，
令和元年12月号：「たゆまぬ平和への歩みを」，令和2年8月号：「広げよう平和への想い」

和歌山県 和歌山市

〈戦災の状況〉
昭和20年7月9日夜半から7月10日未明にかけて、10数回のB29機空爆襲来により、本市では、全焼2万7,402
戸・重軽傷者4,438人、死者1,101人という甚大な被害を受けました。

〈次世代への継承〉
♦和歌山市戦災死者追悼法要（毎年７月９日）
和歌山大空襲を通して、戦争の悲惨さを風化させることなく、今後、二度とこのような惨事を繰り返しては

ならない決意を世論に伝える事を目的として、執り行っています。（主催：和歌山市戦災遺族会）
♦和歌山市戦没者戦災死者合同追悼式（戦後７０年から５年毎に実施）
戦争の悲惨さと平和の尊さを、後世へ継承することを目的として節目に執り行っています。（主催：和歌山
市）

♦和歌山大空襲関連展示会（不定期・７月～８月）
和歌山市の空襲体験者の記憶を後世へ残そうと、体験者の話を録音する活動を行い、一定程度集まった段階

で、概要パネルにして展示しています。（主催：和歌山市）
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和歌山県 海南市（旧：海南市・下津町）

〈戦災の状況〉
製油関係の大工場があった下津町（現海南市）は１９４５年７月に丸善石油下津製油工場を標的とした空襲

が２回あり、海南市日方地区を含め、工場周辺を中心に複数機で爆撃により住家は全焼、全壊、半焼、半壊及
び一部損壊を含めた６９６戸が被害を受け、死者９７名（海南市４４名、下津町５３名）に及びました。

〈次世代への継承〉
・下津町戦災死没者慰霊祭（主催：海南市下津町戦災遺族会 長保寺にて ただし、遺族会会員高齢化によ
り平成２８年度で慰霊祭は終了）
・市内小中学校において平和学習（映画鑑賞、作品の読書、感想文及び和歌山県空襲について体験者より講話
等）の取り組み

和歌山県 田辺市

〈戦災の状況〉
市内の駅周辺や徴用された民間船等が散発的に爆撃や機銃掃射により被害を受け、30名弱の尊い命が失われ

ました。一方で、当市において最も大きな被害を受けたと伝えられているのは、昭和20年７月28日から29日
にかけての空襲で、主に田辺海兵団海軍基地を狙ったもので、その被害は数十名から数百名とも言われていま
す。被害者数が定かでないのは、この空襲が軍事上の秘密として取り扱われ、被害そのものが秘されたことな
どから、目撃者の証言に基づく推定であるためです。
海兵団は戦後に解体されましたが、その跡地は厚生省（当時）により台湾やインドネシア等からの引揚港に

指定されました。なお、昭和21年２月から10月までに約22万人の引揚者を受け入れたことは、戦災とともに
記憶に残されています。

〈次世代への継承〉
□田辺歴史民俗資料館に、引揚者から寄贈を受けた資料を展示して戦災の記憶を継承しています。
□市内の戦没者遺族会等の団体は、若い世代に活動を継承するため、青年部の設立等に取り組んでおり、市と
してもこの取組を支援しています。

和歌山県 新宮市

〈戦災の状況〉
紀伊半島の南部にある小都市のため、空襲等の被害は他地域の主要都市より軽微で罹災時期も終戦直前に

なってからでした。本格的な空襲は１９４５年７月にあり、１７日と２４日の空襲では爆撃により市街地東部
が罹災、民家・神社・学校が焼失し、多数の死傷者が出ました。また、２９日には製材工場地域が艦砲射撃を
受け、製材工場や従業員に被害が出ました。
本地域は戦災だけでなく、１９４４年１２月７日の東南海地震で多数の被害を受けており、震災復興の中で

の罹災でした。また、戦後の１９４６年１２月２１日には南海道大地震に見舞われ、戦災と天災という二重の
災害からの復興を目指すことになりました。

〈次世代への継承〉
◆戦災関連碑設置・管理
戦災震災犠牲者慰霊塔、戦災震災復興顕彰碑の設置による当時の記憶の継承

◆慰霊祭・追悼式の開催
熊野速玉大社境内にある忠魂碑前にて戦没者遺族会主催による戦没者慰霊祭の開催（毎年８月１５日）
新宮市戦没者追悼式の開催（毎年１０月）
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和歌山県 那智勝浦町（旧：勝浦町）

〈戦災の状況〉
昭和２０年６月９日午前８時３０分頃、襲来したＢ２９数機による爆撃を受けました。
投下された爆弾により４０名もの尊い命が失われ、７２戸が全壊・全焼となるなど７３０戸が被害を受けま

した。

〈次世代への継承〉
５年に１度の節目の年に、町主催で戦没者慰霊祭を開催し、犠牲者の追悼と戦災の記憶の継承に取り組んで

います。

岡山県 岡山市

〈戦災の状況〉
１９４５年６月２９日未明、１３８機のＢ２９が約１時間半に渡り、およそ８９０トン、９５，０００発の

焼夷弾を投下し、岡山市街地は猛火におおわれ、当時の市街地の６３％を焼失しました。この空襲により少な
くとも１，７３７名の尊い命が失われました。このほかにも艦載機による空襲もあり、多くの犠牲者が出まし
た。
〈次世代への継承〉
終戦から７５年を経過し、薄れつつある岡山空襲の記憶を風化させず、次世代へ継承していきます。
◆岡山空襲展示室の開設（２０１２年１０月） 岡山シティミュージアム内に設置
・岡山空襲に関する資料や写真をはじめ、アメリカ軍が作成した文書や写真、岡山空襲体験者の証言録など
を常設展示

・企画展「岡山戦災の記録と写真展」の開催（毎年６～７月頃開催）
・戦災関連資料の収集や岡山空襲体験者の聴き取り調査
・収集した戦災資料の修復・保存作業やデジタル化
・リーフレットの配布、写真パネルやＤＶＤ、焼夷弾などのレプリカの貸出

◆「岡山市平和の日（６月２９日）」に合わせ、市広報紙６月号に特集記事を毎年掲載
◆「岡山市平和の日（６月２９日）」に追悼式を毎年開催

広島県 広島市

〈戦災の状況〉
昭和20年(1945年）8月6日午前8時15分。人類史上最初の原子爆弾が、広島に投下されました。
原子爆弾は、投下から43秒後、地上約600メートルの上空で目もくらむ閃光を放って炸裂し、小型の太陽ともいえる灼熱の火球を作りました。火球の

中心温度は摂氏100万度を超え、1秒後には最大直径280メートルの大きさとなり、爆心地周辺の地表面の温度は3,000～4,000度にも達しました。
爆発の瞬間、強烈な熱線と放射線が四方へ放射されるとともに、周囲の空気が膨張して超高圧の爆風となり、これら3つが複雑に作用して大きな被

害をもたらしました。
原爆による被害の特質は、大量破壊、大量殺りくが瞬時に、かつ無差別に引き起こされたこと、放射線による障害がその後も長期間にわたり人々を

苦しめたことにあります。
原爆によって死亡した人の数については、原爆投下後に様々な機関が調査を行っていますが、現在でも、正確には分かっていません。広島市では、

放射線による急性障害が一応おさまった昭和20年（1945年）12月末までに、約14万人が亡くなられたと推計しています。

〈次世代への継承〉
広島市では、「平和への思いを共有するまち」を実現するため、被爆の実相を「守り、広め、伝える」をキーワードに、被爆者の体験や平和の思い

を共有する取組を行っています。
◆守り
・被爆建物・樹木の保存 等

◆広め
・「迎える平和」の推進（世界各国の為政者の広島訪問要請、国際会議の誘致・開催）
・平和首長会議（加盟都市の拡大、被爆樹木の種・苗木の配付） 等

◆伝える
・平和宣言
・被爆体験伝承者の養成 等
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広島県 呉市

〈戦災の状況〉
明治２２年７月１日に呉鎮守府が開庁され、呉海軍工廠と第１１海軍航空廠の所在地として、日本一の軍港

都市となりました。その為、昭和２０年に１４回の空襲を受け、死者２,０６２人と報告されています。この
うち主なものは、昭和２０年３月１９日（呉軍港）、５月５日（第１１海軍航空廠）、６月２２日（呉海軍工
廠）、７月１日から２日（呉市街地）、７月２４日（呉軍港）及び７月２８日（呉軍港）の６回でした。その
中でも７月１日（夜半）から７月２日にかけての空襲により、呉の市街地は焼け野原となり、１,８１７人の
尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
平和の礎として尊い命を失われた方々に哀悼を捧げるとともに、

悲惨な歴史と平和の大切さを後世に伝えるため、毎年６月３０日に、
呉市戦没者戦災死者及び旧呉鎮守府管内非戦闘員殉職者合同慰霊式
を開催（呉市立呉高等学校の生徒代表による平和の誓い及び代表献
花を実施）
大和ミュージアムにて，呉空襲に関する資料及び戦時下の呉を描

いた作品「この世界の片隅に」のパネルを展示

広島県 福山市

〈戦災の状況〉
福山地区への空襲は，1945年（昭和20年）3月19日から始まりました。最初は大津野村にあった福山海軍航空隊が，
空母艦載機によって繰り返し銃撃を受け，7月になると，市街地への空襲を予想して市中心部の建物疎開が始まり
ました。福山市街地への空襲は，1945年（昭和20年）8月8日，午後10時25分頃から約1時間，B-29爆撃機91機に
よっておこなわれ，福山市街地は壊滅的な被害を受けました。市街地の焼失面積は314ヘクタール（市街地の約
80％），犠牲者数は355名，焼失家屋数は10,179戸，重軽傷者数は864名，被災人口は47,326人にも及びました。

〈次世代への継承〉
福山空襲の史実を伝え，戦災の記憶を継承することで，犠牲者の追悼と恒久平和につなげています。
◆平和映画会，市内戦争遺跡巡り，平和記念式典の開催（毎年8月8日）
◆人権平和資料館の開館（1994年8月30日）
◆市広報紙「広報ふくやま」にて平和特集を実施
◆平和に関する企画展の実施

「反戦画家四國五郎の世界」「ツルブからの手紙」「世界人権宣言とホロコースト」「福山海軍航空隊」
「地図から消された島ー大久野島」「無言館ー戦没画学生展」「ゆきちゃんが見たピかドン」

◆ピースボランティア活動（成人による「ピース・ナビ」）（中・高生による「ピース・ラボ」）

山口県 下関市

〈戦災の状況〉
関門海峡を間に北九州と相対し、古くから交通の要衝であった下関市は、明治時代の日清、日露戦争の以前

から要塞砲兵大隊が置かれるなど、軍事関係の重要な役割を担い、西日本における第一級の要塞地帯として、
九州の諸重要地点をも掌握していました。このため第二次大戦において、中国地方では原爆が投下された広島
に次ぐ大きい戦災を受けました。１９４５年６月２９日及び同年７月２日の空襲では、３２４人の尊い命が失
われ、市街地のほぼすべてが焼き尽くされ壊滅的な惨状でした。

〈次世代への継承〉
過去数次の戦争で戦死あるいは殉職された英霊と、戦災犠牲者の御霊を慰め、感謝敬仰の意を捧げるため、

毎年１０月に戦没者・戦災殉難者合同追悼式を開催しています。
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山口県 宇部市

〈戦災の状況〉
1945（昭和20）4月26日から8月5日までの間に、8回にわたる空襲を受け、被害は死亡者254人、負傷者557人、
行方不明者68人に上りました。なお、7月29日に受けた空襲は、原子爆弾投下専門部隊による模擬原爆（パン
プキン、4.5t）3発の投下でした。

〈次世代への継承〉
先の大戦で戦争の犠牲になられた方々に追悼の意を捧げるとともに、大戦の記憶と平和への願いを風化させ

ることなく後世に引き継いでいくための事業を開催しています。
◆宇部市戦没者追悼献花式（毎年8月）
◆「夏休み平和映画会」の開催（毎年8月）
◆図書館内に「平和図書コーナー」を設置（毎年8月）

山口県 周南市（旧：徳山市）

〈戦災の状況〉
昭和20年5月10日、Ｂ29約80機が海軍燃料廠をはじめとする軍事関連施設を約1時間爆撃し、500人以上の

尊い命が失われ、負傷者も1,000人に及ぶ被害を受けました。
さらに、7月26日午後11時過ぎから翌27日にかけて、延べ100余機からなるB29による空襲が続き、市街地

の約90％が一夜にして焼野原と化しました。
この空襲による市街地の罹災面積は約108万坪で、482人の尊い命と469人の負傷者、焼失家屋4,622戸に及

ぶ甚大な被害を受けました。

〈次世代への継承〉
軍人・軍属はもとより徴用・学徒動員等の準軍属及び一般市民を含め、内外地を通じて戦争の犠牲となられ

た方々に対して、追悼の意を捧げるとともに、多くの犠牲のうえにもたらされた平和への思いを新たにするた
め、1回目の大きな被害を受けた5月10日に、戦没者追悼式を毎年開催しています。

山口県 岩国市

〈戦災の状況〉
昭和20年8月14日は、終戦の前日に当たっていますが、この日岩国市は岩国駅を中心として米機による大空

襲を受けました。その被害はまことに甚大で、岩国駅・東国民学校・岩国郵便局・岩国国民勤労動員署・山口
銀行麻里布支店・憲兵隊・食糧営団倉庫など、被害は全壊家屋543、半壊家屋343、罹災者5911名（内死者517
名、行方不明30名、傷者859名）とされています。
この空襲は、同年5月10日の陸軍燃料廠をはじめ、7月24日の端島・黒島、7月28日の十一航空廠、8月9日の

海軍航空隊に続くもので、米機による集中爆撃によりその悲惨さは言語に絶するものでありました。

〈次世代への継承〉
〇地元の自治会による慰霊祭の開催 場所：岩国駅西口駅前広場
〇民間団体による岩国駅前空襲および太平洋戦争に関する展示（毎年7月中旬頃） 場所：岩国市中央図書館
〇岩国空襲の記録や山口県の空襲に関する本の展示（7月～8月末） 場所：岩国市中央図書館
〇小学校教材の副読本への掲載予定（令和３年度～）
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山口県 光市

〈戦災の状況〉
終戦前日の昭和２０（１９４５）年８月１４日、軍需兵器など

の生産を行っていた光海軍工廠が空襲を受け、工廠職員、動員学
徒など７３８人のほか、身元の判明している一般市民１０人を含
む多くの尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
◆戦没者追悼式の開催

戦没者の追悼と恒久平和の願いを次世代と共有することを目
的として、毎年８月に開催しています。追悼式では地元の小・
中学生を中心とした合唱団による平和をテーマにした曲の披露
や、市内高校生に献花補助や司会進行などの協力をいただいて
おり、当時の写真等のパネル展示も併せて行っています。

◆光市文化センター
常設展示として、光海軍工廠にゆかりの物品等の展示を行っ

ています。

徳島県 徳島市

〈戦災の状況〉
戦前から関西の経済圏の経済活動の一翼を担っていた徳島市は、昭和２０年６月１日から７月２４日までの

間に７回の爆撃を受け、多くの市民の生命と財産が失われました。昭和２０年７月４日未明から始まった徳島
大空襲では、旧市街の６２％が灰になり、死者は約１，０００人、重軽傷者は約２，０００人に及びました。

〈次世代への継承〉
徳島大空襲の記憶を継承することで、戦争の悲惨さを知り、平和への誓いを新たにする機会としています。
◆市広報誌「広報とくしま」に平和啓発に関する記事を掲載（毎年実施）

５月（憲法記念日）、８月（終戦記念日）、１１月（文化の日）
◆戦争の体験談を冊子にまとめ配布、ホームページに掲載

「語り継ごう 徳島大空襲」（平成２３年発行）、「徳島市民がつづる戦後５０年史」（平成７年発行）

◆黙とうの呼びかけ（市役所の庁内放送）
７月４日「徳島大空襲の日」、８月１５日「終戦記念日」

◆徳島戦災死没者追悼式の開催（毎年７月４日）
◆空襲犠牲者名簿の作成

香川県 高松市

〈戦災の状況〉
１９４５年７月４日未明、高松市は米軍による空襲を受け、旧市街地の約８０％が焦土と化しました。その

時、１，３５９人もの尊い命が奪われ、８６，４００人余りが罹災しました。

〈次世代への継承〉
高松空襲などの史実を伝え、戦災の記憶を継承することで、市民に戦争の悲惨さと平和の

尊さを訴え、平和意識の向上を図っています。
◆平和を語るつどい・憲法記念平和映画祭、高松空襲写真展、高松市戦争遺品展、
高松戦災・原爆写真展、教職員のための平和教育講演会、収蔵品巡回展等の開催

◆小中学校での平和講演会の開催
◆季刊誌「平和記念だより」の発行
◆平和記念館の開設（２０１６年１１月） たかまつミライエ内に設置
◆戦争犠牲者追悼式の開催（毎年開催）
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愛媛県 松山市

〈戦災の状況〉
昭和２０年７月２６日に、松山はＢ２９による焼夷弾爆撃を受けました。城山を中心に、その周辺から市の

中心部に焼夷弾が投下されたため、市街の周辺部から火の手があがり、わずか３，４時間で市街地は火の海と
なり、２５１名の命が失われました。

〈次世代への継承〉
特に戦争を知らない若い世代に戦争の悲惨さ、平和の大切さを認識していただくため、様々な事業を実施し

ています。
◆平和の語り部派遣（希望する市内小中学校等へ）
◆平和資料展（毎年松山空襲のあった７月２６日頃））
◆松山市戦争犠牲者平和祈念追悼式（毎年７月２６日）
◆松山市指定文化財掩体壕の保存整備
◆平和のひびきの作成・配布
◆松山市平和記念事業（平和資料展・平和祈念追悼式以外に実施した内容）

戦後５０年松山市平和記念事業 平和を考える一日の開催、平和記念写真集の発刊
「平和・人権モニュメント」の建立

戦後６０年松山市平和記念事業 広島原爆写真パネル展の開催、平和のつどい開催
戦後７０年松山市平和記念事業 ヒロシマ原爆展の開催、平和のつどい開催、平和こども大使

愛媛県 今治市

〈戦災の状況〉
1945年4月26日、同年5月8日、同年8月6日の計三回の空襲を受けました。
4月、5月の空襲は今治市近辺にあると米軍に考えられていた、実際に存在しない飛行場に対する攻撃の誤爆撃
という話があります。8月6日の空襲では市街地の80％が焼失し454人の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
「今治市の戦災を記録する会」が2005年に発足し、学校での平和教育や体験記などをまとめた記録冊子の刊行
など、今治空襲の記録を次世代に伝えるために活動を行っている。
◆調査・記録冊子の発行
体験記を募集し記録冊子として、2006年～2016年に第4集まで刊行した。冊子は小中学校や図書館に寄贈し

活用してもらっている。
◆「今治市戦災の碑」の建立及び式典の開催

2008年に戦災市街地の中心近くの場所に市内各種団体の協力を得て、「今治市戦災の碑」を建立。毎年8月6
日に追悼式典を開催している。
◆平和教育の推進
小中学校に出向き、今治空襲についての講演を実施。市内の図書館で今治空襲の資料を展示。

愛媛県 宇和島市

〈戦災の状況〉
宇和島市は、１９４５年５月１０日から８月８日まで、前後９回にわたる空襲を受け、惨たんたる被害を受

けました。９回の空襲により、市街の７割を焼失、２７８人の尊い命が失われました。
・被災戸数 ７，２５２戸（全市戸数１２，８９２戸、被災比率５６．３％）
・被災人口２８，１４０人（全市人口６１，３２５人、被災比率４５．９％）
・死者２７８人、負傷者３７１人
〈次世代への継承〉
先の大戦において亡くなられた方々を追悼し平和を祈念するため、戦没者戦災死者合同追悼式を毎年開催し

ています。戦争の悲惨な記憶を風化させることなく次の世代へ継承するため、２０１９年の式典においては、
戦没者の孫・ひ孫世代のご遺族も式典に参列、献花していただきました。
以下、市民団体による取り組みです。

◆ＮＰＯ宇和島空襲を記録する会
・１９７５年に記録する会設立。２００５年までに空襲体験記全２０集刊行。
・１９８９年市民基金による「宇和島空襲死没者追悼平和祈念碑」を建立し、本市で初めて空襲があった

５月１０日に追悼式を毎年開催。（２０２０年は有志による「集い」とする。）
・空襲の語り部として学校へ赴き平和学習を行う。また、戦争遺跡の調査や関係資料を整理。
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高知県 高知市

〈戦災の状況〉
昭和20年１月19日に初めて空襲を受け，７月24日までの間に計８回の空襲を受けました。なかでも，7月4日
の空襲は最も激しく，125機のＢ29爆撃機が襲来，市街地の50％近くが焦土と化しました。度重なる空襲によ
り，少なくとも455名の尊い命が犠牲になりました。

〈次世代への継承〉
平成元年議会において，８月６日を「高知市平和の日」と定め，平成17年度から市民とともに平和思想を継承
していくことが決議されました。
◆平和祈念式・・・高知空襲の犠牲者の方々への追悼と平和への祈念のため，毎年7月4日に行っています。
◆「高知市平和の日」記念事業・・・「高知市平和の日」である８月６日から15日までの期間，市民の方々か
らなる実行委員会と協働で記念事業を開催しています。毎年その年のテーマに合わせた企画展の他，平和コン
サート，講演会，上映会，平和フィールドワークなど様々な関連事業を行っています。
◆「平和への思い」作品の募集・・・小学校５年生から中学校３年生までを対象に，標語，毛筆，まんが・イ
ラストの３部門の作品を募集しています。入賞作品は「高知市平和の日」記念事業で展示し，表彰式も行って
います。

福岡県 福岡市

〈戦災の状況〉
昭和20年6月19日、約2時間にわたる空襲で、福岡の街は焦土と化し、被災面積は3.78平方キロメートルにおよ
び、被災戸数1万2,856戸、被災人口6万599人、死者902人、負傷者1,078人、行方不明244人にのぼりました。

〈次世代への継承〉
◆福岡市戦没者合同追悼式の開催
例年、福岡大空襲があった6月19日に、先の大戦における戦没者、戦災死没者及び引揚死没者の方々に対し、
追悼の誠を捧げ、平和への誓いを新たにするため追悼式を実施

◆戦争犠牲者慰霊及び平和祈念の黙とう等
先の大戦での死没者の追悼等を目的として、福岡大空襲の日などに黙とう等の呼びかけを実施

◆博多港引揚資料の常設展示及び引揚記念碑の建立
戦後、博多港が日本最大級の引揚援護港として果たした歴史的役割や、戦争の悲惨さを後世に伝え、平和へ
の願いを新たにするため、福岡市市民福祉プラザ内で引揚関係資料の常設展示を実施するとともに、博多港
中央ふ頭に博多港引揚記念碑「那の津往還」を建立

福岡県 北九州市

〈戦災の状況〉
北九州市（旧門司市、旧小倉市、旧若松市、旧八幡市、旧戸畑市）は、軍都であり国内有数の工業地帯で

あったことから、1944年6月以降、終戦までの1年2ヶ月間に幾度となく空襲に見舞われ、死傷者数は3,500人以
上、罹災人口は81,200人以上にのぼりました。中でも最も被害が甚大だった1945年8月8日の八幡大空襲では、
約120機のＢ29が来襲し、旧八幡市等が1時間にわたる焼夷弾攻撃を受け、多くの市民が空襲の犠牲となりまし
た。

〈次世代への継承〉
戦争の犠牲になった方々を慰霊し、子供や若い世代に継承するための事業を実施しています。
◆市内5か所（旧五市単位）で戦没者追悼式を開催（5月、10月）
◆原爆犠牲者慰霊平和祈念式典の開催（毎年8月9日）
◆青少年ピースフォーラム派遣事業、長崎市平和派遣事業の実施（毎年8月）
◆戦時資料展示コーナーで市民から寄贈された戦時資料を展示（通年）
◆市内の学校等に「嘉代子桜・親子桜」を植樹（原爆の犠牲となった女学生の慰霊に由来）
◆戦争の悲惨さや平和の尊さを次の世代へ伝えるため「（仮称）平和資料館」を新たに建設
（2022年度完成予定）
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福岡県 大牟田市

〈戦災の状況〉
戦争末期、アメリカ軍による数度の空襲によって甚大な被害を受け、多数の市民が死傷し、街の中心部は一

面焼け野原になりました。
◆空襲年月日 昭和19年11月21日、昭和20年6月18日、7月27日、8月7日、8月8日など
◆死亡者数 約1,300人

〈次世代への継承〉
先の大戦における本市出身の戦没者および戦災死没者を追悼し、遺族の心情を慰めるとともに、世界の恒久

平和を祈念するため、毎年、戦没者追悼式を実施しています。次世代へ継承するため、これまで子どもたちの
平和標語や戦時パネル展示を行い、2019年度においては、中学生の式典参加や空襲前・後のパネル展示など
も行いました。
また、昭和60年12月8日「核兵器廃絶平和都市宣言」以来、継続的に市民の皆さんと共に平和の尊さを考え

る事業として、原爆パネル展や図書館、三池カルタ・歴史資料館と連携した「平和おはなし会」や「平和展」
を毎年開催するとともに、次代を担う子供達が平和について考える機会となるよう、小学６年生を対象とした
平和標語コンクールの実施に取り組んでいます。

福岡県 久留米市

〈戦災の状況〉
終戦が間近に迫った1945年8月11日（土曜日）、沖縄の読谷飛行場を飛び立った53機のB24爆撃機が久留米市

街地上空に侵入してきました。10時16分、荘島小学校前交差点付近を目標に焼夷弾の投下を開始。初期消火を
妨害して激しく燃えあがりました。その10分後、第二波がE46集束焼夷弾を投下し、木造家屋が建ち並ぶ市街
地で大火災を巻き起こしました。
二度にわたる攻撃を受け、死者 214 人、収容中死亡者 16 人、重軽症者 160 人という大変な犠牲者を出し、

市街地の西半部が焼失しました。

〈次世代への継承〉
毎年、各小・中学校で久留米空襲や広島・長崎原爆などをテーマとして戦争の悲惨さを伝え、平和について

考える平和学習を行っています。
また、毎年「愛と平和の祭典・ピースフルくるめ」と銘打ち、行政及び市民が自主的に取り組む平和啓発イ

ベントを市内各所で開催し、悲惨な戦争の記憶を決して風化させることのないよう取り組んでいます。
◆愛と平和の祭典・ピースフルくるめ2020
核兵器のない未来のための原爆展、子どもたちによる平和なまち絵画コンテスト，戦争を語り継ぐ（動画配

信）など

長崎県 長崎市

〈戦災の状況〉
1945年８月９日午前11時２分、長崎市の上空で一発の原子爆弾がさく裂しました。強烈な熱線、猛烈な爆風、ぼう大

な放射線を放出し、直後から起こった火災は一昼夜続きました。
人々が暮らしていたまちは、一瞬で廃墟となり、当時の推計人口約24万人のうち、７万４千人の尊い命が奪われ、７万

５千人の方々が負傷しました。かろうじて生き残った人々も、時が経つにつれて、様々な病気（白内障・白血病・ガンな
ど）の症状が現れ、今も後障害に苦しみ続けています。

〈次世代への継承〉
長崎では行政と市民団体が協働して、核兵器廃絶、恒久平和を希求する継続的な取り組みを行っています。今年は被爆

75周年記念事業として、被爆の実相を継承し、恒久平和の実現を訴えるメッセージをさらに発信するため、被爆体験記や
写真集の出版、被爆体験を題材にした演劇公演、平和を祈るコンサートなどの事業を行っています。
毎年、8月9日は「ながさき平和の日」として、原爆犠牲者に追悼の意を表し、核兵器廃絶と恒久平和の実現を世界に訴

えるため、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典を開催しています。また、11月1日には先の大戦で亡くなられた方々を追悼
し、平和を祈念する長崎市戦没者追悼式を開催しています。
また、被爆者のいない時代を見据えて、被爆体験のない世代が、被爆者から体験を聴いて講話としてまとめ、証言活動

を行う「家族・交流証言者」や、様々な視点から平和について考え、行動することにより、被爆体験の継承と平和意識の
高揚を図ることを目的として「青少年ピースボランティア」などの人材の育成を行っています。
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長崎県 佐世保市

〈戦災の状況〉
佐世保市は１９４５年６月２８日深夜から、１４１機の爆撃機Ｂ２９により空襲をうけました。大量の焼夷

弾が次々と投下された佐世保の市街地は「火の海」と化し、主要な建物が焼失してしまった後の市街地は文字
通り焼け野が原となりました。
この空襲により、当時の全戸数の３５％であった１２，０３７戸が全焼し、１，２００人以上の尊い命が失

われました。
慰霊塔には死者数１，０３０名と記載しておりますが、その後の遺族会の調査により変更となっております。

〈次世代への継承〉
毎年６月２９日を「佐世保空襲の日」とし、佐世保空襲の史実を伝え、戦災の記憶を継承することで、死没

者の追悼と恒久の平和につなげています。

◆佐世保空襲死没者追悼式を毎年６月２９日に開催し、小中学生の参加をいただいています。

熊本県 熊本市

〈戦災の状況〉
軍の第６師団司令部や、陸軍飛行場、三菱重工業熊本工場などがあり、昭和19年11月から20年8月にかけ空襲
を受けました。最も激しかったのは、昭和20年7月1日（熊本大空襲）と8月10日で、重爆撃機B29の大編隊によ
る焼夷弾及び爆弾攻撃でした。この2回の大空襲で、中心市街地は焼野が原となり、多数の市民が死傷し、終
戦時には市街地約30％が被災していました。

〈次世代への継承〉
🔸市立図書館にて 戦時資料や当時の絵本・紙芝居の展示（令和元年7月9日～8月31日）

講演会「紙芝居・絵本から見た戦争」（令和元年8月10日）
リーフレット「空襲下の熊本」等の設置（令和2年度）

🔸熊本博物館にて 熊本大空襲の写真や太平洋戦争関連資料を更新しながら常設展示
🔸市役所本庁舎等にて 熊本大空襲「平和啓発パネル展」開催 内容は熊本大空襲の写真や当時の新聞記事等
🔸平和啓発イベント「戦後７０年 つなげよう平和のバトン」展を開催（平成27年度）

写真パネル等の展示、戦争体験者（語り部）による講話等
市の広報誌「市政だより」8月号に平和啓発特集記事を掲載

🔸すべての教育活動を通して、一人一人の生命と人権の尊重を基盤にして、平和教育を推進

熊本県 荒尾市

〈戦災の状況〉
１９４５年（昭和２０年）６月１８日と７月２７日の２回にわたって、隣接する大牟田市と同時に米軍の爆

撃を受けました。この２回の空襲により４６名の尊い命が失われ、負傷者は２９５名にのぼりました。

〈次世代への継承〉
◆戦没者追悼式の開催（毎年１０月）
戦争の犠牲となられた方々のご冥福をお祈りするとともに、悲惨な戦争を二度と繰り返さないという思いと
恒久平和を願い、戦没者追悼式を開催しています。
追悼式では、市内中学校の代表生徒が”平和への願い”を読み上げています。

◆慰霊塔の維持管理
戦没者の御霊を祀るため昭和３８年に慰霊塔を建立しており、荒尾市遺族連合会と協力して維持管理し、平
和の尊さを次世代へ継承しています。
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熊本県 水俣市

〈戦災の状況〉
熊本県南の小都市水俣が空襲を受けたのは、①日窒（その後チッソ㈱・JNC㈱）の工場が軍需産業としての

性格を帯びていたこと、②隣接する出水市に海軍航空隊の基地があったこと、③北部九州各地の爆撃に向かっ
た爆撃機の編隊が帰途、爆弾を投下処分する航路上であったためであるといわれている。
昭和２０年３月２９日から８月１１日までに１３回にわたって空襲を受け、投下された爆弾は二千発に近く、

焼夷弾は数千発、死亡者は６９人、重軽傷者は不明、罹災戸数３，５００戸と言われている。

〈次世代への継承〉
昭和３７年５月、戦没者遺族の福祉のために市内古城城山に遺族会館（現「水俣市厚生会館」）が完成、昭

和４４年８月には同所に慰霊殿が完成し、遺族ら多数が参拝している。
毎年１０月に市の戦没者英霊に対し、哀悼の誠を捧げるため、戦没者追悼式を執り行っている。

熊本県 宇土市（旧：宇土町）

〈戦災の状況〉
昭和20（1945）年，軍需工場を標的とした空襲が５回あり，うち8月7日と10日の空襲は宇土空襲と呼ばれて
います。宇土町では，駅や学校，工場などに機銃掃射と焼夷弾があり，中心部の大半を焼失しました。これに
より，48名もの尊い命が失われ，罹災人口は1,641名に及びました。また，被災面積は45,000坪，被災戸数は
301戸で総戸数の23％にのぼり，その比率の大きさは地方都市としては最大クラスのものでした。

〈次世代への継承〉
◆戦争の犠牲になった方々を追悼し，平和を祈念するために
宇土市戦没者合同慰霊祭を行っています。（毎年4月）

◆戦災の記憶を継承するため，慰霊碑の設置・管理を行って
います。

大分県 大分市

〈戦災の状況〉
瀬戸内に面する東九州最大の都市で、県庁・連隊区司令部の所在地でもあり、佐伯・大分・宇佐の三飛行場

に対する緊要な海軍航空廠もある。また、鉄道操車場もあり、日豊・久大・豊肥本線の中枢でもあった本市に
は昭和２０年３月１８日以降２２回にわたる空襲により中心市街地はほぼ全滅し、１７７人の尊い命が失われ
ました。

〈次世代への継承〉
◆市主催の「戦没者追悼式」を開催（昭和３３年～）
◆昭和５８年８月に全国の平和を願う人々の浄財をもとに「ムッちゃん平和像」が建立され、これを契機に翌
５９年から平和祭実行委員会との共催で毎年８月に「ムッちゃん平和祭」を開催

◆昭和５９年１２月２４日、核兵器の廃絶と世界恒久平和を願い「平和都市」を宣言し、昭和６２年１２月、
市庁舎南側に平和都市宣言の記念碑を建立
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宮崎県 宮崎市

〈戦災の状況〉
宮崎市街地が初めて米海軍飛行機の爆撃を受けたのは、昭和２０年３月１７日のことでした。この爆撃によ

り赤江の軍用飛行場の諸施設は一瞬にして焼滅し、その後も８月まで計１９回にわたり、その都度激しい空爆
を受けました。特に８月１０日から１２日にかけての連日にわたる空爆は、もっとも熾烈を極め、橘通など市
内の繁華街の多くは、一望惨憺たる廃墟と化しました。宮崎市では、死者１６７名、負傷者１６名、戦災戸数
２，３９４戸、戦災人口９，１５７名と甚大な被害を受け、戦災面積は６００，０００坪にも及びました。

〈次世代への継承〉
●宮崎市及び各地区戦没者慰霊祭の開催（事業補助）
●宮崎特攻基地慰霊祭の開催（毎年４月）
●宮崎特攻基地資料展の開催（令和２年は８月から２ヶ月間）

宮崎県 都城市

〈戦災の状況〉
都城は鉄道輸送の要所であり、また３つの飛行場を有し、川崎航空機工場もある軍事的に重要な都市でした。
昭和２０年３月に戦闘機約２０機による飛行場への空襲を受けて以降、終戦まで度重なる空襲を受け８月６

日の都城大空襲では５２名が亡くなり、終戦までに延べ１０１名が亡くなられました。

〈次世代への継承〉
◇市内各地区慰霊祭（毎年４月、１０月、１１月、１２月に開催）
◇都城市特別攻撃隊戦没者慰霊祭（毎年４月６日に開催）
◇都城市戦没者・空襲犠牲者合同追悼式
昭和４３年から毎年８月６日に戦没者及び殉職者を追悼するため、市の主催による合同追悼式を開催し、平

成９年からは「空襲犠牲者」を含めた合同追悼式として開催
◇都城空襲犠牲者追悼会（毎年８月に開催）
◇都城忠霊碑慰霊祭（毎年１１月頃に開催）

宮崎県 延岡市

〈戦災の状況〉
当時から延岡市は、世界屈指の大工場であった現旭化成株式会社があり、総合化学工業地帯として発展を遂げて

いましたが、戦時下は軍用火薬の軍管理工場となっていたことから、１９４５年３月ころから少数機による爆撃や
機銃掃射を受け始め、その度に死傷者は数名から数十名に及んでいました。
そして１９４５年６月２９日深夜に「延岡空襲」を受け、２～３時間にわたる焼夷弾攻撃は工場地帯だけでなく

市街地にも及び、街はまたたく間に火の海と化し、この空襲により被災戸数は３，７６５戸にのぼり、１３０人の
尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
延岡市は１９８５年に非核平和都市宣言を行っており、下記の他、学校や地域において恒久の平和を祈念する取

り組みを実施しています。
◆延岡市戦没者合同慰霊祭
毎年４月に合同慰霊祭を行っています。

◆延岡空襲受難慰霊祭
毎年６月に慰霊祭を行っています。

◆戦争資料展等の実施
市立図書館において平和祈念資料展や、市役所本庁舎において原爆写真パネル展を実施しています。
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宮崎県 日南市

〈戦災の状況〉
市内のパルプ工場、造船所などが機銃掃射され、多くの死傷者が出ました。日南市史によると、日南地方を

攻撃目標とした空襲は、昭和20年3月第1回の空襲以来、最終の7月まで4回とされていますが、他地区の爆撃の
帰路に銃撃されることも度々で、その回数は明確ではありません。この空襲により、港に近い場所を重点に、
グラマン機による機銃掃射、爆弾投下によって、港一帯の民家が焼失し、死傷者が出たと記録されています。

〈次世代への継承〉
市内各地区で行われていた慰霊祭を一本化し、合同で日南市戦没者追悼式を行っています。

宮崎県 日向市

〈戦災の状況〉
昭和20年３月、米空軍による初めての空襲があり、爆弾が投下されました。特に財光寺地区は、海軍富高飛行場があった
ため、その後も連日のような激しい機銃掃射や爆弾投下を受けたことで、罹災面積1.5㎢、罹災人口3,383人、死傷者10名
に及び、県内では４番目の大きな犠牲を出しました。

〈次世代への継承〉
◆市広報紙「広報ひゅうが」において、平和特集を実施 2015年（戦後70年）、1995年（戦後50年）
◆戦没者追悼式
例年10月に、戦争で亡くなられた人たちのご冥福をお祈りするとともに、戦争の悲惨さと平和への願いを後世に伝えて

いくため、戦没者追悼式を開催しています。

宮崎県 高鍋町

〈戦災の状況〉
１９４５年３月 初空襲で蚊口浦地区の無水アルコール工場が工場・倉庫全焼などの大被害を受け、以後操

業中止。疎開児童を受け入れていた上江国民学校も極めて危険な事態となり、移転分宿となった。
７月に猛爆撃をうけ、鉄興社高鍋工場は損壊甚大となり操業中止、火薬満載の貨車の大爆発により、高鍋駅

庁舎・倉庫・農会出荷場・旅館をはじめ、駅周辺の蚊口浦地区中心部数十軒が倒壊や半倒壊の大被害を受けた。
８月８日、高鍋町の最後の空襲は、これまでにない激烈なもので、民家・工場・施設の区別なく、国鉄不

通・復旧工事の進んだ無水アルコール工場も再度全焼、大被害となった。
町史には、空襲被害の顕著なものとしては、町外者を含んだ町内死亡者２６名、被災戸数２６８戸などが記

録されている。

〈次世代への継承〉
高鍋町史に大空襲下の状況を記し、後世に伝えているほか、原爆投下日及び終戦の日におけるサイレン吹鳴

や、小学生の鹿児島県知覧特攻平和会館における平和学習、中学生の広島県や沖縄県での平和学習を実施して
いる。
２０１１年 「広報たかなべ」で当時の状況と体験談を記載（町制施行１１０周年記念特別号）
２０１６年 未完の夢 戦没画学生慰霊美術館「無言館」展 開催
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鹿児島県 鹿児島市

〈戦災の状況〉
鹿児島市は１９４５年３月１８日から８月６日まで合計８回にわたる空襲を受け、市街地の約９３％を焼失し、

３，３２９名の尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
鹿児島市では、戦争による惨禍を再び繰り返さないことを誓い、また、世界の恒久平和の達成を願って、１９９０年に

「鹿児島市平和都市宣言」を行いました。
そして、平和の尊さや戦争の悲惨さを次の世代に語り継いでいくための様々な取り組みを行っています。

🔶鹿児島市の戦災と復興資料・写真展の開催
🔶原爆パネル展の開催
🔶平和都市宣言標語の募集及び表彰
🔶原爆犠牲者への黙とう呼びかけ
🔶戦争体験談及び原爆被爆体験談のDVD・ビデオ、写真等パネルの貸し出し
🔶太平洋戦争民間犠牲者慰霊碑「人間之碑」への献花
🔶第二次世界大戦戦亡者慰霊祭の実施
🔶鹿児島市戦没者追悼式の実施
🔶日本非核宣言自治体協議会への加入及び平和首長会議への加盟
🔶平和都市宣言周年記念事業の実施（１９９５年度から５年毎）

鹿児島県 鹿屋市

〈戦災の状況〉
鹿屋市は、太平洋戦争時に３つの飛行場が存在し、日本でも最も多くの特攻兵が出撃した歴史があります。また、当市

は、本土の南端に位置し、海陸共に戦略的有利な拠点として存在していたため、「昭和20年3月18日以降は、毎日米機の
空襲を見ざる日はなかった」との記録もあり、全市街の多くを焼失破砕し、尊い命が失われました。

〈次世代への継承〉
◆鹿屋市戦没者追悼式（毎年11月）
先の戦争における戦没者の方々に対し、国難に殉ぜられた英霊を慰め、併せて
恒久平和を願い戦没者追悼式を実施。その中で、大戦の記憶を風化させること
なく次の世代に継承していくために「かのや未来創造プログラムｰ平和の花束ｰ」で受賞した児童や生徒を
で受賞した児童・生徒を招いて献花とメッセージ朗読をしています。

◆世界平和を願う児童・生徒の平和へのメッセージを鹿屋から世界に向けて発
信し、多くの人に平和や人権について考える機会を提供しています。県内外の
小・中・高校生からのメッセージを募集し、優秀作品の表彰や本人による朗読、
講演やシンポジウムの開催、記念誌の発行を行っています。

鹿児島県 いちき串木野市（串木野市）

〈戦災の状況〉
いちき串木野市は、昭和２０年７月３０日、８月９日、８月１２日の３回にわたって空襲を受けました。市街
地が爆弾や焼夷弾、機銃掃射により攻撃され、焼け野原となりました。被災戸数は２，５１５戸に上り、死者
７３名の尊い命が失われ、８１名が負傷するなど、多大な損害を受けました。

〈次世代への継承〉
戦争の悲惨さ、平和の尊さを次の世代に伝えるとともに、平和の大切さについて考えるための事業を実施して
います。
○市戦没者追悼式の実施（毎年８月１５日）
○いちき串木野市の戦災関連資料・写真パネル展の実施
○平和首長会議への加盟
○平和都市宣言（平成１８年２月２７日）
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鹿児島県 阿久根市

〈戦災の状況〉
第二次大戦の末期，戦局が一層厳しかった昭和20年3月18日から終戦直前の8月12日まで，阿久根は毎日の

ように米軍艦載機による爆撃を受けました。
中でも3月18日には市内鶴川内の桑原城地区や折多小学校が爆撃され，更に終戦直前の8月12日は，米軍機

による焼夷弾，機銃掃射により市街地のほとんどが壊滅的な打撃を受けました。
また，大川地区では鹿児島県本線走行中の汽車が機銃攻撃を受け，多くの死傷者を出すなどの被害が続出し

ました。
空襲による被害は，死者14名（負傷者不明）にのぼり，被災地は11万2,000㎡に及び，被災戸数は全戸数の

15.85％にあたる850戸が全焼し，住民の18.03％に該当する4,670人が焼け出されました。
〈次世代への継承〉
遺族会によって昭和27年，講和条約発効と同時に護国神社建築委員会が発足し，昭和29年7月戸柱公園内に

建立されました。第二次世界大戦の戦没者1,426名を祀り，毎年春，秋，4月10日の例大祭は盛大に行われてい
ます。
昭和31年11月22日，戦没者記念碑建設委員会は1,426人の勲功を永久に顕彰するため戦没者名を列記した英

霊顕彰碑を護国神社に建立しました。
「いくさなき国を築けとますらおの 戸柱山にみたましずまる」の詩も記されています。

鹿児島県 姶良市（旧：加治木町）

〈戦災の状況〉
本土決戦に備えた陸軍の師団本部が置かれ、海軍航空隊の十三塚原飛行場（現鹿児島空港）の補給地でも

あった加治木町が、１９４５年８月１１日、空襲を受けました。市街地が焼夷弾・ナパーム弾により爆撃され、
罹災戸数は７４４戸、罹災者は２,８９５人に及び、旧制加治木中学校の生徒１５人を含む２８人の尊い命が
失われました。

〈次世代への継承〉
加治木空襲の史実を後世に伝え、戦災の記憶を継承することで、平和の尊さを発信していきます。
◆「８．１１空襲の日 平和の集い」の開催（毎年８月１１日）
◆戦没者追悼式の開催（毎年１１月）
◆市広報誌「AIRAview」で戦争特集を掲載
２０１５年 「太平洋戦争終戦７０年企画 日本史に登場しないわたしたちの記録」
２０２０年 「語り継ぐ７５年前の戦争 受けとった記憶を次の時代へ」

◆加治木郷土館で企画展開催
２０１５年 「写真が語る太平洋戦争と加治木」
２０２０年 「戦後７５年 語り継ぐ戦争の記憶」

鹿児島県 指宿市（旧：山川町）

〈戦災の状況〉
山川港は，南方に派遣される船団の内地最後の中継基地だったため，爆撃目標にされた。決定的な空爆は，

昭和20年８月９日・11日のものであった。焼夷弾が落とされ，港地区は火の海となり，大半が焼き出され，役
場も焼失した。

〈次世代への継承〉
○昭和35年８月 山川遺族会を中心に戦没者慰霊塔を建立
○山川戦没者追悼式 例年10月中下旬ごろ開催
○市広報誌「いぶすき」

2015年 （特集）戦後70年 戦争の記憶～平和になった今
○指宿図書館特別企画

2015年 「戦後70年の記憶」
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鹿児島県 日置市（旧：東市来町）

〈戦災の状況〉
日置市域では、昭和20年３月18日以降から空襲を受け始め、主に学校や郵便局、駅などの大きな建物が標的

となり被害を受けました。また、民家が密集する町も、機銃掃射や爆弾、焼夷弾などで攻撃され、複数の犠牲
や被害がでています。

〈次世代への継承〉
非核平和宣言都市として、戦争の悲惨さを後世に伝えるとともに、平和の尊さを広く啓発するため、毎年７

月中旬から平和のための写真・パネル展を開催しています。吹上歴史民俗資料館所蔵の戦時関連資料や戦時中
を過ごした人々の貴重な体験談を展示し、日置市の戦時中の様子や空襲被害などを知っていただくことで、郷
土における戦争の記憶を語り継いでいます。

◇展示内容◇
戦時中及び戦後の航空写真、戦争体験画、
吹上民族資料館所蔵の戦争に係る資料、
年表、体験談パネル、その他戦時資料
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鹿児島県 垂水市（旧：垂水町）

〈戦災の状況〉
垂水市には当時、垂水海軍航空隊(浜平)、九州海軍航空隊桜島航空基地(牛根辺田)、第61震洋隊基地(新城)な

どのほか、造船所が存在していた。
戦災としては、昭和20年3月18日海潟の造船所の南方民家約300戸消失。垂水における初の空襲である。それ

から終戦まで計8回米機が来襲。その中でも最大の被害は、昭和20年8月5日、午前11時10分の空襲警報から約5
時間にも及ぶ大空襲。垂水航空隊、鹿屋海軍工廠垂水支所を含む田神、本城、浜平、柊原にわたる海岸沿いの
家や畑が焦土と化した。垂水では死者91名、負傷者62名（垂水町死者84名・負傷者48名、新城村死者5名・負
傷者8名、牛根村死者2名・負傷者6名）、全焼1,966戸。
〈次世代への継承〉
戦災の被災者を悼み記憶を風化させないよう、また平和の尊さや命の大切さを次世代に伝えるための取り組

みを実施しています。
◆毎年8月5日前後に「垂水大空襲」時の写真パネルや実物資料等を展示。
◆昭和19年2月6日沈没した「第六垂水丸」の犠牲者を悼み、毎年2月頃に「戦争のあったころのことを知ろ
う」と題しシンポジウムを開催し、戦争体験記の朗読、当時の資料等を展示。
◆毎年夏頃市広報紙にて平和特集の記事を掲載。

～ 太平洋戦全国空爆犠牲者慰霊協会では、今後の慰霊塔補修のための寄附をお願いしております ～

【寄附金振込先】

銀 行 名 三井住友銀行

支 店 名 姫路市役所出張所

口座種類 普通 口座番号 ３０３４０１１

口 座 名 一般財団法人太平洋戦全国空爆犠牲者慰霊協会 代表理事 清元 秀泰

ｻﾞｲ)ﾀｲﾍｲﾖｳｾﾝｾﾞﾝｺｸｸｳﾊﾞｸｷﾞｾｲｼｬｲﾚｲｷｮｳｶｲ ﾀﾞｲﾋｮｳﾘｼﾞ ｷﾖﾓﾄ ﾋﾃﾞﾔｽ

【寄附いただく皆さまへのお願い】

慰霊協会への寄附は、税制上の寄附金控除に該当しませんので、ご注意ください

恐れ入りますが、振込手数料をご負担くださいますようお願いいたします
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一般財団法人
太平洋戦全国空爆犠牲者慰霊協会

事務局
〒670-0971 
兵庫県姫路市西延末475番地
（姫路市平和資料館内）

☏ 079-260-7117
📧 taiheiyouireikyokai@blue.ocn.ne.jp

作成 2021.2


